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藤
村
発
行
「処
女
地
」
に
執
筆
し
た
織
田
や
す
―
‐
覚
醒
婦
人
協
会
と
の
関
わ
り
―
序
、
島
崎
藤
村
発
行
「処
女
地
」
（大
ｎ
・
４
～
大
１２
・
１
）
に
は
ぼ
毎
号
書
い
た
織
田
や
す
は
、
〈無
名
）
と
い
っ
て
よ
い
人
で
あ
る
が
、
執
筆
目
録
作
成
に
よ
っ
て
、
「処
女
地
」
と
同
時
期
に
、
覚
醒
婦
人
協
会
の
幹
部
と
し
て
も
活
躍
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
山
川
菊
栄
が
、
「処
女
地
」
、
新
婦
人
協
会
の
「女
性
同
盟
」
（大
９
・
１０
～
大
ｎ
・
１２
）
を
非
難
し
、
覚
醒
婦
人
協
会
の
「覚
醒
婦
人
」
（大
ｎ
・
１
～
大
１２
・
８
）
の
み
を
「出
色
」
と
評
価
し
た
（「
サ
ッ
カ
リ
ン
料
理
の
婦
人
雑
誌
」。
「改
造
」
大
ｎ
・
１０
）
こ
と
は
、
「処
女
地
」
へ
の
非
難
と
し
て
、
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
非
難
さ
れ
た
「処
女
地
」
と
、
評
価
さ
れ
た
「覚
醒
婦
人
」
の
双
方
で
、
主
要
な
役
割
を
果
た
し
た
人
が
い
る
と
い
う
の
は
ど
う
い
う
こ
と
だ
ろ
う
か
。
覚
醒
婦
人
協
会
は
、
神
戸
新
川
の
貧
民
窟
に
住
ん
で
労
働
運
動
や
農
民
運
動
を
先
導
し
て
い
た
賀
川
豊
彦
の
妻
ハ
ル
を
主
宰
と
し
、
職
業
婦
人
、
殊
に
女
工
な
ど
無
産
階
級
の
婦
人
の
解
放
を
目
指
し
た
。
先
駆
的
な
無
産
婦
人
運
動
で
あ
る
覚
醒
婦
人
協
会
に
つ
い
て
の
研
究
は
多
い
と
は
い
え
な
い
が
、
三
原
容
子
編
『賀
川
ハ
ル
史
料
集
』
（緑
蔭
書
房
　
平
２１
・
７
）
や
岩
田
三
枝
子
「
『男
女
の
協
働
』
と
キ
リ
ス
ト
教
公
共
哲
学
―
―
賀
川
ハ
ル
が
覚
醒
婦
人
協
会
（Ｈ掲
Ｈ
～
２３
）
に
お
い
て
目
指
し
た
婦
人
運
動
」
（「
キ
リ
ス
ト
教
と
世
界
」
平
２７
・
３
）
等
で
、
最
近
注
目
さ
れ
て
い
る
。
や
す
を
見
る
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
文
学
・
キ
リ
ス
ト
教
・
女
性
史
と
別
々
の
分
野
で
研
究
さ
れ
て
き
た
こ
と
を
合
わ
せ
て
見
る
こ
と
に
な
る
。
こ
こ
か
ら
、
当
時
の
婦
人
運
動
の
在
り
よ
う
、
時
代
の
様
相
、
さ
ら
に
、
そ
れ
ら
を
踏
ま
え
た
「処
女
地
」
の
意
味
を
探
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。
ま
ず
、
や
す
の
略
歴
、
覚
醒
婦
人
協
会
に
つ
い
て
見
る
。
そ
れ
か
ら
、
や
す
が
「処
女
地
」
に
書
い
た
文
章
を
、
覚
醒
婦
人
協
会
や
キ
リ
ス
ト
教
関
係
雑
誌
に
お
け
る
執
筆
や
演
説
を
合
わ
せ
て
見
、最
後
に
執
筆
目
録
を
掲
げ
る
。
一
、
織
田
や
す
〔織
田
安
、
織
田
や
す
子
、
織
田
ヤ
ス
〕
略
歴
明
１６
・
１２
～
昭
２２
。
島
根
県
八
東
郡
生
馬
村
生
（現
松
江
市
）。
教
育
家
。
島
根
県
松
江
高
等
女
学
校
卒
業
後
、
東
京
女
子
高
等
師
範
学
校
（現
お
茶
の
永
渕
朋
枝
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水
女
子
大
学
）
に
進
学
。
東
京
本
郷
組
合
教
会
で
受
洗
（明
３８
・
１０
）
。
母
校
松
江
高
等
女
学
校
（明
４１
～
４３
）
、
大
阪
の
プ
ー
ル
女
学
校
（現
プ
ー
ル
学
院
　
明
４３
・
５
～
明
４
・
ｎ
）
、
神
戸
女
学
院
（明
４４
・
９
～
大
６
・７
）
で
国
語
、
地
理
歴
史
を
教
え
た
。
渡
米
し
（大
６
）
、
カ
ン
ザ
ス
シ
テ
イ
聖
書
学
校
を
経
て
、
オ
ベ
リ
ン
大
学
神
学
部
で
旧
約
学
を
学
ぶ
。
帰
国
後
、
神
戸
女
子
神
学
校
教
授
（大
９
・９
～
昭
３
・９
）
と
し
て
、
旧
約
聖
書
を
担
当
し
た
。
神
戸
女
学
院
（大
９
・９
～
大
１０
）
で
聖
書
、
梅
花
女
学
校
（大
１０
）
で
も
地
理
・
国
語
を
教
え
た
。
神
戸
女
子
神
学
校
と
婦
人
伝
道
会
と
の
関
わ
り
か
ら
、
婦
人
伝
道
会
幹
事
（大
１０
以
降
）
を
つ
と
め
、
神
戸
基
督
教
女
子
青
年
会
（Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ
）
第
二
代
会
長
（大
Ｈ
Ｙ
幹
部
（大
１０
～
１２
）
に
も
な
っ
た
。
大
阪
朝
日
新
聞
社
主
催
全
関
西
婦
人
連
合
会
で
も
活
躍
し
た
（大
９
・
１０
～
大
１５
・
１２
）。
さ
ら
に
、
賀
川
ハ
ル
、
長
谷
川
初
音
ら
と
共
に
、無
産
階
級
婦
人
の
解
放
を
め
ざ
す
覚
醒
婦
人
協
会
を
設
立
（大
１０
・
３
）
。
幹
部
と
し
て
、
講
演
や
女
子
労
働
組
合
を
つ
く
る
救
援
金
募
集
な
ど
に
尽
力
し
た
。
こ
れ
ら
多
方
面
で
尽
力
し
て
い
た
時
期
に
「処
女
地
」
に
参
加
。
関
東
大
震
災
の
際
に
は
、
神
戸
女
子
神
学
校
か
ら
横
浜
へ
長
期
応
援
を
行
っ
た
。
昭
和
三
年
九
月
、
神
戸
女
子
神
学
校
を
退
職
。
下
関
で
一
年
キ
リ
ス
ト
教
出
版
物
の
編
輯
に
従
事
し
た
。
河
井
道
が
創
立
し
た
（昭
４
・４
）
恵
泉
女
学
園
で
、
昭
和
五
年
一
月
か
ら
国
語
と
聖
書
の
教
師
を
つ
と
め
た
。
恵
泉
女
学
園
の
校
歌
「愛
の
泉
と
わ
き
い
で
し
」
の
作
詞
者
。
戦
時
下
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
組
合
教
会
か
ら
日
本
基
督
教
会
へ
、
さ
ら
に
カ
ト
リ
ッ
ク
に
改
宗
し
（昭
１６
・
１２
）
、
翌
年
恵
泉
女
学
園
を
退
職
し
た
。
「基
督
教
世
界
」
、
「女
子
青
年
界
」
、
「覚
醒
婦
人
」、
「婦
人
」、
「処
女
地
」
、
賀
川
豊
彦
の
「雲
の
柱
」
、柏
木
義
円
の
「上
毛
教
界
月
報
」
等
に
執
筆
。
『讃
美
歌
』
（昭
６
・
１２
）
に
作
詞
「砂
に
た
て
た
る
家
に
も
あ
る
か
」
（３６２
番
）
や
訳
詞
が
収
録
さ
れ
、
日
本
基
督
教
団
讃
美
歌
委
員
会
編
『讃
美
歌
」
（昭
２９
・
１２
）
に
も
訳
詞
「
ほ
め
た
た
え
よ
」
（７９
番
）
な
ど
四
編
採
録
（２８
、
７６
、
７９
、
９９
番
）。
二
、
覚
醒
婦
人
協
会
（
一
）
覚
醒
婦
人
協
会
に
つ
い
て
は
、
賀
川
ハ
ル
研
究
か
ら
、
そ
の
女
工
体
験
の
帰
結
と
し
て
、
無
産
婦
人
労
働
者
を
労
働
組
合
と
消
費
組
合
の
団
結
の
力
で
解
放
し
よ
う
と
し
た
団
体
と
捉
え
た
白
石
玲
子
「賀
川
ハ
ル
」
（「雲
の
柱
」
昭
６３
・
６
）
、
工
場
・
鉱
山
労
働
者
、
娼
妓
の
解
放
の
必
要
に
特
徴
を
見
る
三
原
容
子
編
『賀
川
ハ
ル
史
料
集
』
（前
出
）
第
三
巻
解
説
が
あ
る
（以
下
同
書
所
収
資
料
に
「史
料
集
」
と
記
す
）。
倉
橋
克
人
「賀
川
と
女
性
の
社
会
参
与
‐―
―
覚
醒
婦
人
協
会
と
賀
川
ハ
ル
」
（「福
音
と
世
界
」
平
５
・１
）
は
覚
醒
婦
人
協
会
を
、賀
川
豊
彦
が
、平
塚
ら
い
て
う
の
新
婦
人
協
会
（大
８
・
■
～
大
１１
・
１２
）
に
、
協
力
し
つ
つ
も
飽
き
足
ら
ず
、
そ
の
神
戸
支
部
と
の
岨
嬬
も
あ
っ
て
設
立
し
た
も
の
と
捉
え
、
豊
彦
の
思
想
感
化
が
色
濃
い
と
見
た
。
鈴
木
裕
子
編
『日
本
女
性
運
動
資
料
集
成
　
第
四
巻
」
（不
二
出
版
平
６
・５
）
「
は
じ
め
に
」
は
、
友
愛
会
の
婦
人
部
（大
５
・６
）
か
ら
は
じ
ま
っ
た
組
織
的
女
性
労
働
運
動
が
沈
滞
し
た
時
期
、山
川
菊
栄
の
赤
瀾
会
（大
１０
・
４
～
８
）
よ
り
一
月
前
に
つ
く
ら
れ
た
覚
醒
婦
人
協
会
の
創
立
と
活
動
が
、特
に
神
戸
に
お
け
る
日
本
労
働
総
同
盟
（友
愛
会
が
総
同
盟
と
な
っ
た
。
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以
下
「総
同
盟
」）
等
の
女
子
労
働
運
動
の
種
を
蒔
い
た
と
位
置
づ
け
た
（以
下
、
同
集
成
所
収
資
料
に
「集
成
」
と
記
し
巻
号
を
付
す
）。
そ
し
て
、
岩
田
三
枝
子
「
『男
女
の
協
働
』
と
キ
リ
ス
ト
教
公
共
哲
学
」
（前
出
）
は
、
覚
醒
婦
人
協
会
を
、
女
性
の
人
権
、
キ
リ
ス
ト
教
、
労
働
者
と
い
う
三
要
素
を
併
せ
持
つ
、
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
を
象
徴
す
る
活
動
と
位
置
づ
け
、
男
女
の
協
働
（協
会
の
原
文
で
は
「協
同
」）
と
キ
リ
ス
ト
公
共
哲
学
的
視
点
を
特
徴
と
し
た
。
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
覚
醒
婦
人
協
会
の
主
な
動
き
を
追
う
と
、
以
下
の
よ
う
に
な
る
。
ま
ず
前
段
階
と
し
て
、
新
婦
人
協
会
が
賀
川
豊
彦
の
援
助
を
得
て
大
阪
で
覚
醒
婦
人
大
会
（大
１０
・
２
・
１２
）
を
開
催
。
東
京
か
ら
来
た
新
婦
人
協
会
の
平
塚
ら
い
て
う
、
市
川
房
枝
、
奥
む
め
お
、
そ
し
て
賀
川
ハ
ル
、
神
戸
女
学
院
教
師
長
谷
川
初
音
ら
が
演
説
し
た
。行
き
違
い
や
岨
婦
の
た
め
、
翌
日
開
催
予
定
の
神
戸
大
会
は
中
止
に
な
っ
た
。
こ
の
後
も
ハ
ル
、
初
音
は
新
婦
人
協
会
の
会
員
で
あ
っ
た
が
、
女
工
達
を
も
糾
合
す
る
別
組
織
と
し
て
覚
醒
婦
人
協
会
は
発
足
し
た
。
大
正
一
〇
年
三
月
二
日
夜
、
賀
川
ハ
ル
、
織
田
や
す
、
長
谷
川
初
音
、
大
阪
の
吉
田
都
代
が
発
起
人
に
な
り
、
神
戸
女
子
神
学
校
で
会
合
、
職
業
婦
人
の
解
放
等
を
掲
げ
る
会
則
を
定
め
組
織
の
端
緒
を
作
っ
た
。
覚
醒
婦
人
協
会
開
催
の
講
演
会
（同
３
・
２７
）
は
知
識
階
級
の
男
女
三
百
余
名
の
聴
衆
を
あ
つ
め
、
初
音
が
会
設
立
の
所
以
、
ハ
ル
が
労
働
婦
人
の
悲
惨
な
立
場
、
や
す
が
「破
壊
さ
れ
た
る
友
情
の
回
復
」
を
説
き
、
京
大
教
授
河
田
嗣
郎
が
「婦
人
労
働
問
題
」
の
講
演
を
行
っ
た
。
機
関
誌
「覚
醒
婦
人
」
を
創
刊
（大
Ｈ
・
１
。
全
八
頁
）、
「我
国
に
於
け
る
唯
一
の
婦
人
労
働
問
題
雑
誌
」
と
認
め
ら
れ
た
。
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
職
業
婦
人
や
女
工
を
中
心
に
八
〇
〇
名
の
会
員
を
有
し
、
講
演
会
を
開
催
し
、
会
員
の
研
究
機
関
と
し
て
婦
入
講
座
を
開
設
。
女
工
の
基
礎
調
査
も
行
っ
た
。
川
崎
三
菱
両
造
船
所
、
東
神
ゴ
ム
、
三
国
紡
績
の
争
議
を
応
援
し
、
露
西
亜
救
済
義
金
募
集
運
動
を
起
こ
し
た
。
二
年
目
に
総
会
を
開
き
（大
１２
・
４
・
２１
）
、
綱
領
を
よ
り
実
際
的
な
「男
女
の
協
同
に
よ
る
新
社
会
の
建
設
」
「女
子
労
働
組
合
運
動
の
促
進
」
「消
費
組
合
運
動
の
促
進
」
「労
働
婦
人
啓
蒙
運
動
」
「婦
人
参
政
権
及
び
世
界
平
和
運
動
の
促
進
」
「廃
娼
、禁
酒
」
を
期
す
、
に
修
正
し
た
。
こ
の
宣
伝
演
説
会
（同
４
・
２９
）
で
は
、
第
一
番
に
や
す
が
「危
機
」、
関
西
学
院
教
授
松
澤
兼
人
教
授
ら
が
婦
人
運
動
に
つ
い
て
講
演
、
山
内
み
な
が
紡
績
女
工
生
活
の
内
幕
及
女
子
労
働
運
動
を
弁
じ
、
ハ
ル
が
「新
社
会
の
建
設
と
吾
等
の
使
命
」
と
題
し
て
新
綱
領
を
解
説
し
た
。
「覚
醒
婦
人
」
１７
号
冒
頭
で
や
す
が
、
総
会
議
決
の
中
で
直
ち
に
実
行
す
べ
き
は
救
援
金
募
集
の
件
と
し
、
覚
醒
婦
人
は
無
産
階
級
婦
人
の
解
放
を
以
て
社
会
改
造
の
急
務
と
考
え
、
「女
子
の
自
覚
に
基
」
づ
く
女
子
労
働
組
合
運
動
を
出
現
さ
せ
る
た
め
に
救
援
金
募
集
を
す
る
と
訴
え
た
（「救
援
金
募
集
に
就
き
て
」）
。
「家
庭
経
済
と
吾
等
の
使
命
」
（同
２０
号
）
に
書
か
れ
た
よ
う
に
、
新
網
領
中
「女
子
労
働
組
合
運
動
の
促
進
」
と
「消
費
組
合
運
動
の
促
進
」
と
が
最
重
要
で
あ
っ
た
。
消
費
組
合
運
動
は
ま
だ
一
般
的
で
は
な
か
っ
た
が
、
吉
野
作
造
に
よ
る
家
庭
購
買
組
合
（大
８
）
、
賀
川
豊
彦
指
導
に
よ
る
神
戸
消
費
組
合
（大
１０
。
現
コ
ー
プ
こ
う
べ
）
等
が
設
立
さ
れ
て
い
つ
た
時
期
に
あ
た
り
、
覚
醒
婦
人
協
会
の
新
網
領
も
こ
の
潮
流
の
中
に
あ
る
。
「覚
醒
婦
人
」
に
は
、
藪
下
正
一
“
―
太
郎
「婦
人
と
協
同
消
費
組
合
運
動
（四
）
」
（１１
号
）
等
、
ロ
ッ
チ
デ
ー
ル
制
度
に
よ
る
「協
同
民
主
政
体
」
に
根
ざ
す
消
費
組
合
運
動
の
解
説
連
載
が
あ
る
。
Ｋ
Ｏ
生
「婦
人
を
倹
て
る
消
費
組
合
」
（「新
生
活
」
大
１２
・
５
。
集
成
七
）
に
よ
れ
ば
、
「覚
醒
婦
人
」
１６
号
で
東
大
助
教
授
本
位
田
祥
男
が
、
経
済
的
発
言
権
に
つ
な
が
る
消
費
組
合
運
動
が
婦
人
を
解
放
す
る
と
説
い
た
。
１８
号
の
藪
下
正
太
郎
「婦
人
運
動
と
し
て
の
消
費
組
合
運
動
」
は
、
「男
女
の
平
等
的
協
同
を
求
め
て
、社
会
全
体
の
人
々
の
幸
福
の
た
め
に
」
働
く
、
と
い
う
英
国
婦
人
消
費
組
合
協
会
の
主
旨
を
掲
げ
て
い
る
。
岩
田
氏
の
指
摘
す
る
、
覚
醒
婦
人
協
会
の
特
徴
「男
女
の
協
同
」
と
い
う
言
葉
の
語
源
で
あ
ろ
つヽ
。
（二
）
従
来
、
覚
醒
婦
人
協
会
の
活
動
は
、
「覚
醒
婦
人
」
２０
号
（大
１２
・８
・
２０
）
を
発
行
し
た
翌
月
、
関
東
大
震
災
の
救
援
活
動
の
た
め
に
賀
川
豊
彦
が
上
京
し
、
ハ
ル
も
本
所
松
倉
町
に
居
を
移
し
て
消
滅
し
た
、
と
考
え
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
や
す
は
「沈
黙
の
群
に
つ
い
て
　
覚
醒
婦
人
協
会
よ
り
見
た
る
女
子
労
働
運
動
私
見
」
（「婦
人
」
大
１４
・
３
）
と
題
し
て
冒
頭
に
「覚
醒
婦
人
協
会
綱
領
」
を
掲
げ
、
男
子
労
働
運
動
に
比
べ
て
婦
人
労
働
運
動
は
振
る
わ
ず
、
覚
醒
婦
人
協
会
も
直
接
婦
人
労
働
運
動
の
抱
負
を
成
就
で
き
な
い
で
い
る
が
、
そ
の
原
因
は
、
女
子
労
働
者
の
大
多
数
が
女
子
労
働
を
一
時
的
補
助
的
と
考
え
て
い
る
無
自
覚
に
あ
る
の
で
啓
蒙
や
指
導
は
必
要
で
あ
る
、
と
書
い
て
い
る
。
各
会
か
ら
の
報
告
に
基
づ
く
同
号
掲
載
の
「婦
人
会
名
簿
」
に
は
、
「覚
醒
婦
人
協
会
支
部
　
大
阪
南
区
下
寺
町
四
丁
目
愛
染
園
内
▲
大
正
一
一
、
五
▲
八
〇
（名
）
／
代
表
　
錦
織
く
ら
　
幹
部
　
山
口
静
子
、
土
肥
郁
枝
、
山
内
美
那
子
、
吉
田
都
代
子
、
錦
織
く
ら
　
／
事
業
　
無
産
階
級
婦
人
の
解
放
」
と
あ
る
。
そ
し
て
翌
号
（大
１４
・４
）
「婦
人
会
名
簿
」
に
は
「覚
醒
婦
人
協
会
　
神
戸
市
北
本
町
六
ノ
三
二
〇
▲
大
正
一
〇
、
三
▲
五
〇
〇
名
　
代
表
　
賀
川
は
る
　
幹
部
　
長
谷
川
初
音
、
織
田
や
す
、
濱
田
清
子
、
賀
川
は
る
、
行
政
花
子
　
事
業
　
無
産
婦
人
の
解
放
」
が
あ
る
。
こ
の
段
階
で
は
ま
だ
、
五
〇
〇
名
の
会
員
数
を
持
つ
会
と
し
て
存
続
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
「婦
人
」
は
全
関
西
婦
人
連
合
会
の
機
関
誌
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
、
覚
醒
婦
人
協
会
と
全
関
西
婦
人
連
合
会
と
の
関
係
に
つ
い
て
論
じ
ら
れ
た
こ
と
は
な
い
。
全
関
西
婦
人
連
合
会
は
、
大
阪
朝
日
新
聞
社
主
催
で
西
日
本
各
地
か
ら
四
〇
〇
〇
余
名
の
女
性
を
集
め
て
大
会
を
催
し
（大
８
か
ら
年
一
回
）
、
三
〇
〇
万
人
（昭
２
）
の
会
員
を
擁
し
た
組
織
で
、
婦
選
運
動
な
ど
に
大
き
ヽ
０
レ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一
な
役
割
を
果
た
し
た
。
そ
の
代
表
者
会
に
は
覚
醒
婦
人
協
会
か
ら
も
、
賀
　
１．
川
ハ
ル
、
翌
年
は
松
浦
智
佐
登
が
出
席
し
た
（「大
阪
朝
日
新
聞
」
大
１０
・
　
一
１０
・２８
朝
の
「婦
人
会
関
西
連
合
大
会
」。
「覚
醒
婦
人
」
Ｈ
号
の
智
佐
登
「関
西
連
合
婦
人
大
会
に
出
席
し
て
」）。
「婦
人
」
創
刊
号
（大
１３
・
１２
）
の
「無
産
階
級
婦
人
の
運
動
　
大
阪
朝
日
　
多
賀
博
」
は
、
鋼
認̈
】鳳
鍋̈
〔り
一郷
馴̈
９́
一↓
”ａ
（以
下
、
傍
波
線
・
傍
点
線
・
傍
線
は
論
者
に
よ
る
）
の
例
を
あ
げ
る
。
コ
′調
郷
Ｊ
慰
費̈
］判
Ｍ合
幽̈
会
は
、
基
督
教
徒
と
女
工
、
貧
民
窟
の
細
君
達
、
さ
ら
に
女
教
員
な
ど
「有
識
無
産
階
級
」
が
多
く
集
ま
っ
て
男
性
と
共
同
戦
線
を
張
る
「素
地
を
作
る
」
活
動
を
し
て
い
る
が
、
あ
ま
り
に
歩
み
が
地
味
す
ぎ
て
一
時
の
熱
は
失
わ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
個
「
符
「
調
電
□
瑠
洲
珍
椰
認
Ｈ
糖
嶋
．３
一「
な
な
蘭
誌
融
橿
因
ヨ
風
一べ
一部
は
「婦
人
自
ら
の
自
覚
」
が
伴
っ
て
い
な
い
が
、
無
識
無
産
者
が
一
足
飛
び
に
組
合
運
動
へ
と
精
進
し
て
い
る
。ま
た
同
誌
の
「真
摯
熱
烈
に
活
動
し
つ
ゝ
あ
る
神
戸
の
婦
人
団
体
」
（大
１４
・
１
）
に
は
、
「覚
醒
婦
人
会
　
今
や
そ
の
中
心
た
る
賀
川
豊
彦
氏
夫
妻
を
神
戸
に
持
た
ぬ
為
め
、
眠
れ
る
如
き
状
態
に
あ
る
が
、
そ
の
無
産
階
級
の
婦
人
と
し
て
特
殊
の
精
神
運
動
を
起
す
可
き
使
命
を
抱
い
て
ゐ
る
点
に
於
て
将
来
の
活
躍
を
期
待
す
る
価
値
が
あ
ら
う
」
と
あ
る
。
覚
醒
婦
人
協
会
は
、
大
震
災
後
も
、
〈婦
人
の
自
覚
に
よ
る
無
産
階
級
婦
人
運
動
）
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
や
す
は
、
神
戸
女
子
神
学
校
を
代
表
し
て
（第
七
回
の
み
東
京
女
子
高
等
師
範
学
校
同
窓
会
の
桜
蔭
会
支
部
の
代
表
）
全
関
西
婦
人
連
合
会
代
表
者
会
に
出
席
し
、
第
六
回
（大
１３
・
１０
）
に
は
、
副
議
長
を
つ
と
め
た
。
代
表
婦
人
三
三
〇
余
名
が
八
四
の
提
案
を
討
議
し
た
第
七
回
（大
１４
・１０
）
で
は
、
「
工
場
監
督
官
及
び
官
庁
に
対
し
特
に
女
工
の
労
働
条
件
を
厳
重
に
調
査
し
十
分
の
施
設
を
な
さ
じ
め
る
や
う
警
告
す
る
こ
と
」、
「職
業
婦
人
の
待
遇
を
向
上
せ
し
む
る
こ
と
」
等
を
提
案
し
た
（「婦
人
」
大
１４
・
Ｉ
）。
覚
醒
婦
人
協
会
の
主
張
を
、
全
関
西
婦
人
連
合
会
代
表
者
会
を
舞
台
に
提
案
し
て
い
る
と
い
えゝ
レで
つ
。
（三
）
覚
醒
婦
人
協
会
に
は
、
キ
リ
ス
ト
教
信
仰
を
根
底
に
置
く
賀
川
ハ
ル
、
織
田
や
す
、
長
谷
川
初
音
、
錦
織
く
ら
等
と
、
社
会
主
義
派
山
川
菊
栄
の
水
曜
会
に
参
加
し
た
林
て
る
、
小
見
山
富
恵
ら
が
関
わ
っ
た
。
東
京
モ
ス
リ
ン
女
工
を
経
て
総
同
盟
大
阪
連
合
会
婦
人
部
で
争
議
の
応
援
を
し
、
醒
光
婦
人
会
（大
１２
・
３
）
を
つ
く
っ
て
急
進
的
無
産
婦
人
を
糾
合
し
た
山
内
み
な
も
大
阪
支
部
幹
部
で
あ
っ
た
。
「覚
醒
婦
人
」
１９
号
「会
計
報
告
」
に
は
協
会
幹
部
の
行
政
花
子
と
並
ん
で
、
川
崎
三
菱
両
造
船
所
争
議
で
解
雇
さ
れ
、
後
に
日
本
労
農
党
中
央
委
員
等
を
つ
と
め
た
行
政
長
蔵
の
名
が
あ
る
。
２
号
の
「新
入
会
員
名
簿
」
に
は
豊
彦
に
心
酔
し
て
い
た
三
高
生
、
大
宅
壮
一
の
名
も
見
え
る
。
大
阪
・和
歌
山
・岐
阜
・
下
関
・門
司
・東
京
に
も
支
部
を
持
ち
、
岐
阜
支
部
に
は
女
学
生
が
多
い
と
あ
る
（「覚
醒
婦
人
」
ｎ
号
、
同
１８
号
）
。
大
阪
支
部
代
表
の
錦
織
く
ら
（久
良
）
は
、
牧
師
の
夫
貞
夫
が
海
外
留
学
し
た
四
年
間
を
愛
染
園
で
保
母
と
し
て
働
い
て
い
た
。
消
費
組
合
の
問
題
は
全
関
西
婦
人
連
合
会
で
も
提
案
者
の
み
が
重
大
視
し
冷
淡
に
葬
ら
れ
る
、
と
も
書
い
て
い
る
（「婦
人
と
購
買
組
合
」。
「新
生
活
」
大
１２
・
４
。
集
成
七
。
く
ら
は
こ
の
後
、
全
関
西
連
合
会
政
治
法
律
部
委
員
長
を
つ
と
め
、
戦
後
社
会
党
や
嬌
風
会
で
活
躍
し
た
）
。
大
阪
支
部
の
事
務
が
執
ら
れ
た
愛
染
園
は
、
石
井
十
次
の
岡
山
孤
児
院
附
属
愛
染
橋
保
育
所
を
前
身
と
し
、
付
設
研
究
室
か
ら
大
原
社
会
問
題
研
究
所
が
設
立
さ
れ
た
（大
８
。
昭
２４
、
法
政
大
学
と
合
併
）。
研
究
所
委
員
の
河
田
嗣
郎
や
櫛
田
民
蔵
、
冨
田
象
吉
愛
染
園
園
長
ら
は
、
覚
醒
婦
人
協
会
の
講
演
や
執
筆
、
婦
人
講
座
に
協
力
し
て
い
る
。
さ
ら
に
言
え
ば
、
「会
報
」
（Ｓ
．
Ｇ
．
「大
阪
の
一
隅
か
ら
」
大
９
・
１２
）
に
は
、
愛
染
園
と
研
究
所
に
関
わ
っ
た
神
戸
女
子
神
学
校
卒
業
生
の
事
業
紹
介
が
あ
る
。
石
川
十
次
や
賀
川
豊
彦
を
は
じ
め
、
こ
の
時
期
の
社
会
事
業
は
キ
リ
ス
ト
教
と
密
接
な
関
係
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
小
見
山
富
恵
は
「女
性
改
造
」
の
記
者
と
な
っ
て
上
京
（大
ｎ
・９
）
後
も
、
山
川
菊
栄
の
水
曜
会
に
参
加
し
つ
つ
、
「覚
醒
婦
人
」
に
健
筆
を
振
る
っ
た
。
林
て
る
は
、
菊
栄
の
斡
旋
で
女
工
達
を
会
合
を
持
っ
た
こ
と
か
ら
東
京
女
子
大
学
を
自
主
退
学
し
、
大
原
社
会
問
題
研
究
所
に
い
た
林
要
と
結
婚
し
て
大
-42-
阪
に
い
た
（大
１２
・Ｉ
病
没
）。
言
及
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
が
、
林
要
編
『小
さ
き
命
　
林
て
る
子
遺
稿
集
』
（大
空
社
　
平
７
・
１２
）
に
、
て
る
が
、
所
蔵
不
明
の
「覚
醒
婦
人
」
１０
・
１２
・
１３
号
に
発
表
し
た
文
や
関
連
書
簡
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
て
る
の
赤
松
常
子
宛
書
簡
に
は
「覚
醒
婦
人
で
、
い
よ
／
ヽ
財
政
上
行
詰
つ
た
か
ら
一
時
休
刊
」
の
件
が
書
か
れ
て
い
る
（大
１２
・
９
・
２３
）。
『わ
が
心
の
自
叙
伝
（三
）』
（神
戸
新
聞
学
芸
部
　
の
じ
ぎ
く
文
庫
昭
４３
・
１０
）
に
も
初
音
が
、
「覚
醒
婦
人
」
は
「賀
川
氏
に
金
の
必
要
な
こ
と
が
で
き
、
供
託
金
を
お
ろ
し
て
中
断
し
た
ま
ま
短
命
に
終
わ
っ
た
」
と
書
い
て
い
た
。
豊
彦
は
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
『死
線
を
越
え
て
』
（改
造
社
　
大
９
・
１０
以
降
）
の
多
大
な
印
税
を
社
会
事
業
に
注
い
で
い
た
が
、
こ
の
時
期
そ
れ
は
大
震
災
被
災
者
の
救
援
に
向
け
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
「覚
醒
婦
人
」
は
２０
号
で
終
わ
り
、
覚
醒
婦
人
協
会
は
さ
ら
に
二
年
程
続
い
た
こ
と
に
な
る
。
て
る
の
書
簡
か
ら
は
、東
京
支
部
の
「赤
松
姉
」
（「覚
醒
婦
人
」
１８
号
）
が
、
赤
松
常
子
で
あ
る
こ
と
も
わ
か
る
。
常
子
は
、
後
に
総
同
盟
に
入
り
、
戦
後
参
議
院
議
員
（社
会
党
）
等
を
つ
と
め
た
。
菊
栄
の
影
響
を
受
け
た
、
て
る
は
「
二
種
の
婦
人
運
動
」
（「覚
醒
婦
人
」
１２
号
）
等
で
、
劇
刻
マ‐「渕幽
円『制
に
対
し
て
婦
人
参
政
権
や
教
育
労
働
の
機
会
均
等
を
主
張
す
る
引
目
回
鼎
個
翻
洲
司
動
と
、
鄭
沢
掛
邸
飛
邸
雪
金
制
慶
に
対
し
て
そ
の
倒
壊
に
よ
っ
て
民
衆
・
婦
人
を
解
放
し
よ
う
と
す
る
孤
憲
囲
鳳
督
颯
入
週
動
を
あ
げ
る
。
そ
し
て
、
「社
会
制
度
に
対
す
る
批
評
を
欠
い
で
ゐ
る
」
前
者
よ
り
も
む
し
ろ
男
子
労
働
運
動
と
、
後
者
は
提
携
す
る
べ
き
と
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
て
る
は
、
職
業
婦
人
・
家
庭
婦
人
・
労
働
婦
人
と
「彪
雑
な
会
員
」
を
含
む
覚
醒
婦
人
協
会
の
前
途
に
困
難
を
覚
悟
し
な
が
ら
も
、
「私
達
は
ゆ
き
得
る
と
こ
ろ
ま
で
は
相
提
携
し
て
進
む
よ
り
な
い
」
、
「
こ
の
運
動
が
い
は
ゞ
基
礎
工
事
で
あ
る
が
故
に
、
尚
更
ら
確
実
な
歩
み
を
と
る
必
要
が
あ
る
」
と
も
書
く
（「総
会
を
前
に
し
て
」
同
１３
号
）
。
総
会
の
報
告
（同
１６
号
）
に
も
、
「
忍
耐
強
い
基
礎
工
事
」
を
行
っ
て
き
た
、
と
あ
る
。
「
男
子
労
働
組
合
と
の
関
係
」
を
ど
う
す
べ
き
か
と
い
う
、
議
長
や
す
か
ら
の
提
案
に
対
し
て
は
、
山
内
み
な
が
、
本
会
の
運
動
に
よ
っ
て
多
数
の
女
子
労
働
組
合
が
成
立
す
る
時
期
ま
で
は
「友
誼
的
関
係
に
止
め
た
し
」
と
発
言
し
、
現
状
維
持
と
な
っ
た
。
『山
内
み
な
自
伝
』
（新
宿
書
房
　
昭
５０
・
１２
）
に
は
後
に
、
労
農
党
指
導
下
の
関
東
婦
人
同
盟
が
「階
級
的
反
抗
」
を
優
先
さ
せ
る
に
は
婦
人
だ
け
の
団
体
は
不
要
と
し
て
解
体
さ
れ
た
（昭
３
・３
）
経
緯
が
書
か
れ
て
い
る
。
実
際
に
争
議
の
応
援
を
行
う
運
動
家
の
み
な
に
と
っ
て
、
男
子
労
働
組
合
主
導
で
は
な
い
女
子
労
働
組
合
を
つ
く
る
意
味
は
大
き
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
や
す
の
「救
援
金
募
集
に
就
き
て
」
（前
出
）
は
、
女
子
の
自
覚
を
促
す
に
は
争
議
を
善
導
す
る
実
際
教
訓
が
有
効
で
あ
り
、
過
去
の
争
議
の
敗
北
は
生
活
の
圧
迫
に
よ
る
団
結
崩
壊
に
あ
る
、と
い
う
現
場
の
意
見
を
踏
ま
え
て
、
争
議
の
後
援
を
す
る
救
援
金
を
募
集
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
「沈
黙
の
群
に
つ
い
て
」
（前
出
）
は
、
女
子
労
働
者
の
現
状
は
保
護
の
必
要
が
あ
る
と
い
う
立
場
か
ら
婦
人
参
政
権
の
獲
得
を
求
め
て
い
た
。
新
綱
領
に
あ
る
婦
人
参
政
権
獲
得
が
、
無
産
階
級
婦
人
の
た
め
の
要
求
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
覚
醒
婦
人
協
会
に
は
、
多
様
な
会
員
が
た
だ
混
在
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、
無
産
婦
人
階
級
運
動
の
「基
礎
工
事
」
で
あ
る
と
い
う
意
識
を
共
有
し
て
結
び
つ
き
、
相
提
携
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
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以
上
を
見
れ
ば
、
覚
醒
婦
人
協
会
は
、
鈴
木
氏
の
い
う
神
戸
に
お
け
る
総
同
盟
婦
人
部
活
動
の
種
蒔
き
に
と
ど
ま
ら
な
い
広
が
り
を
持
っ
て
い
た
。
覚
醒
婦
人
協
会
の
大
き
な
特
徴
は
、
キ
リ
ス
ト
者
・
社
会
主
義
者
・
労
働
組
合
婦
人
部
の
運
動
家
が
相
提
携
し
て
、
労
働
組
合
主
導
で
は
な
い
〈婦
人
の
自
覚
に
よ
る
無
産
階
級
婦
人
運
動
〉
を
起
こ
そ
う
と
し
た
と
こ
ろ
に
あ
る
と
い
えヽ
卜や
つ
。
三
、
や
す
と
覚
醒
婦
人
協
会
、
「処
女
地
」
な
ど
（
一
）
や
す
は
、
な
ぜ
覚
醒
婦
人
協
会
に
関
わ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
か
。
や
す
は
米
国
か
ら
帰
国
後
、
女
性
伝
道
者
を
養
成
す
る
神
戸
女
子
神
学
校
教
授
と
な
る
と
共
に
、
神
戸
女
学
院
に
も
つ
と
め
た
。
覚
醒
婦
人
協
会
に
つ
い
て
長
谷
川
初
音
が
、
長
谷
川
夫
妻
の
雲
内
教
会
が
豊
彦
の
居
た
新
川
か
ら
「
一
直
線
だ
っ
た
の
で
、
賀
川
豊
彦
氏
は
朝
来
て
昼
来
て
晩
に
来
た
。
そ
う
し
た
語
ら
い
の
中
か
ら
」生
ま
れ
た
と
語
っ
て
い
る
（『わ
が
心
の
自
叙
伝
』
前
出
）
。
豊
彦
は
、大
正
六
年
か
ら
嘱
託
講
師
と
し
て
神
戸
女
子
神
学
校
で
社
会
学
（社
会
事
業
）
の
講
義
を
担
当
し
て
い
た
。
初
音
は
、
や
す
と
同
じ
東
京
女
子
高
等
師
範
学
校
を
卒
業
し
、
同
時
に
神
戸
女
学
院
の
「新
任
教
師
」
（「め
ぐ
み
」
大
９
・
１２
）
と
な
っ
た
。
や
す
は
二
人
と
同
僚
で
あ
っ
た
。
そ
れ
だ
け
で
な
く
帰
国
後
間
も
な
く
、
や
す
自
身
が
、
第
二
回
婦
人
会
関
西
連
合
大
会
（第
五
回
大
会
で
全
関
西
婦
人
連
合
会
と
改
称
）
の
「
五
分
間
演
説
」
で
、
「婦
川
薇
郵
罰
砥
Ｑ
動
を
成
功
せ
し
む
る
に
つ
い
て
の
決
心
」
と
題
し
、
「不
条
‐理
覆
虐
げ
」
の
下
に
あ
る
日
本
婦
人
の
地
位
を
高
め
る
た
め
に
、
「真
理
に
対
し
絶
対
的
服
従
を
払
つ
て
」
戦
わ
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
雄
弁
を
振
る
っ
て
い
た
（「僚
乱
と
咲
き
乱
れ
て
」。
「大
阪
朝
日
新
聞
」大
９
・
１０
・
２６
朝
。
集
成
一
）。
同
大
会
の
代
表
者
会
で
は
、
宗
教
教
育
の
提
唱
に
対
し
て
「当
婦
人
会
は
宗
教
婦
人
会
に
あ
ら
ず
一
宗
教
の
問
題
に
利
用
す
る
は
不
可
な
り
」
と
発
言
し
て
い
る
（「旧
き
橿
枯
か
ら
自
由
の
省
察
へ
」
同
大
９
・
１０
・
２６
夕
。
同
）
。
婦
人
運
動
に
お
け
る
や
す
の
発
言
に
も
、
キ
リ
ス
ト
教
信
仰
に
基
づ
く
運
動
で
あ
り
な
が
ら
、
運
動
を
伝
道
に
は
用
い
な
い
、
同
じ
姿
勢
が
見
ら
れ
る
。
や
す
は
覚
醒
婦
人
協
会
演
説
会
（大
１２
・
４
）
で
も
「危
機
」
と
題
し
て
「現
社
会
の
不
公
正
を
別
決
し
」
劇
湖
硼
出
製
層
調
の
た
め
起
つ
べ
き
で
あ
る
」
と
訴
え
た
（「覚
醒
婦
人
」
１７
号
）
。
や
す
は
、
婦
人
同
情
会
で
も
話
し
、
祈
っ
た
（「伝
道
小
話
」。
「会
報
」
大
ｎ
・
２
）。
城
の
ぶ
が
大
正
五
年
、
虐
げ
ら
れ
た
女
性
の
救
済
と
向
上
を
使
命
と
し
て
設
立
し
た
の
が
婦
人
同
情
会
で
あ
る
。
社
会
の
不
公
正
、
虐
げ
ら
れ
た
女
性
達
へ
の
や
す
の
眼
差
し
は
強
か
っ
た
の
で
あ
る
。
や
す
は
覚
醒
婦
人
協
会
設
立
講
演
会
（大
１０
・
３
）
で
、
人
類
共
同
の
幸
福
で
あ
る
永
遠
の
刊
利
を
確
保
し
平
和
の
敵
で
あ
る
戦
争
を
防
ぎ
た
い
、
こ
れ
ま
で
国
民
ど
，国
民
ど
の
間
、
各
階
級
‐間
―
男
女
間
に
お
い
て
友
情
は
存
在
し
な
か
っ
た
と
し
、
相
互
車
‐重
に
，
ど
づ
‐ぐ
真
の
友
情
の
回
復
、
利
己
賊
園
製
日
■
烈
一耐
一邸
一爛
敦̈
一端
一●
、～
一月
の
漱
層̈
洲̈
耐́
樹̈
一「
一「
一ぅ
一部
一釧
一「
一の
一鱒
訓
を
説
い
た
（前
出
「破
壊
さ
れ
た
る
友
情
の
回
復
」）。
や
す
は
、
「若
き
人
々
に
」
（「基
督
教
世
界
」
大
１０
・
４
、
５
）
で
も
、
利
「□
「口
月
Чぼ
ッお
ぃゎ”
ハＲ
】刻
情
”一
ゴ測
「碕
８
υ
だ
新
馘
�
胡
御
お
毬
認
いを
説
き
、
人
ど
人
、‐
階
級
ど
階
級
、
国
ど
国
ど
を
結
バ
理
解
ど
同
情
で
あ
る
友
情
を
、
若
い
人
々
に
求
め
て
い
る
（「神
戸
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女
子
神
学
校
案
内
」
大
１０
・
５
に
も
ほ
ぼ
同
文
掲
載
）
。
キ
リ
ス
ト
者
や
す
は
、
「利
己
的
原
理
に
よ
る
」
「資
本
主
義
」
社
会
に
代
わ
る
公
平
平
等
な
社
会
、
「友
情
」
「愛
と
自
由
」
の
「神
国
」
建
設
を
目
指
し
た
。
資
本
主
義
社
会
を
変
革
す
る
と
い
う
点
で
、
資
本
主
義
の
崩
壊
に
よ
っ
て
無
産
婦
人
を
解
放
し
よ
う
と
す
る
社
会
主
義
者
と
結
び
つ
く
必
然
性
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
や
す
が
、
国
家
間
の
「
利
を
説
い
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
別
稿
を
用
意
し
た
い
。
虐
げ
ら
れ
た
る
人
達
と
共
に
立
つ
こ
と
を
訴
え
る
、
覚
醒
婦
人
協
会
講
演
会
で
の
や
す
の
演
説
は
、
聴
衆
の
大
多
数
で
あ
っ
た
知
識
階
級
に
向
け
た
も
の
で
あ
っ
た
。
や
す
は
、
実
際
行
動
と
い
え
る
女
子
労
働
組
合
の
た
め
の
救
援
金
募
集
に
尽
力
す
る
が
、
こ
れ
も
対
象
は
労
働
婦
人
ば
か
り
で
は
な
い
。
岩
田
論
文
が
指
摘
す
る
よ
う
な
、
労
働
婦
人
に
限
定
さ
れ
な
い
男
女
を
含
む
多
様
な
読
者
に
あ
て
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
や
す
を
見
れ
ば
、
覚
醒
婦
人
協
会
が
、
無
産
階
級
職
業
婦
人
と
知
識
階
級
の
男
女
と
の
両
方
に
対
し
て
、
働
き
か
け
て
い
た
こ
と
も
わ
か
る
。
（二
）
で
は
、
や
す
に
と
っ
て
「処
女
地
」
と
は
何
だ
っ
た
の
か
。
「処
女
地
」
９
号
「朝
夕
の
祈
」
に
、
や
す
は
、「イ
エ
ス
振
反
り
て
女
達
に
言
ひ
給
ふ
『
エ
ル
サ
レ
ム
の
娘
よ
我
が
為
に
泣
く
な
。
只
、
己
が
た
め
と
、
己
が
子
の
た
め
に
泣
け
』
（ル
カ
二
三
・二
八
）」
を
引
い
て
、
神
に
「女
性
を
し
て
、
女
性
の
た
め
に
泣
き
、
女
性
を
し
て
己
が
子
の
た
め
に
泣
か
し
て
下
さ
い
」
と
祈
る
。
主
張
は
、
「母
を
子
供
に
か
へ
せ
。
人
間
を
家
庭
に
か
へ
せ
」
と
訴
え
る
、
や
す
の
「
お
母
さ
ん
は
家
に
ゐ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
」
（「覚
醒
婦
人
」
ｎ
号
）
と
も
通
じ
る
。
そ
し
て
「朝
夕
の
祈
」
は
次
の
よ
う
に
書
く
。
母
性
を
そ
の
本
来
の
特
質
に
還
元
し
や
う
と
す
る
努
力
に
婦
人
自
身
、
も
つ
と
覚
醒
し
な
く
て
は
な
ら
ぬ
。
鋼
国
「ョ
調
劫
ぃ日
剰
〕ョ
義
目
臨
勒核
ＨЧ
コ
「ぃ【“″呻ゎ〔【コ０懺
の
コ郵祁爆術
に
婦
人
自
ら
目
を
見
開
い
た
が
い
い
。
日
本
の
例
と
す
れ
ば
、
其
の
女
性
の
半
数
を
占
め
て
ゐ
る
労
働
婦
人
の
中
で
、
百
二
十
万
の
工
場
労
働
者
は
、
性
に
、
人
間
と
し
て
、
女
性
と
し
て
の
可
能
を
展
し
え
な
い
ハ
ン
デ
イ
キ
ヤ
ツ
プ
の
人
達
で
あ
る
。
然
も
日
本
の
労
働
リ
ス
ト
に
は
公
認
せ
ら
れ
た
（る
）
娼
妓
五
六
十
万
を
数
へ
て
ゐ
る
。
そ
し
て
こ
う
い
ふ
労
働
婦
人
を
母
と
し
て
ゐ
る
次
代
の
文
化
の
一
半
の
負
担
者
で
あ
（る
）
児
童
の
健
康
、
智
識
、
徳
操
、
の
問
題
を
仮
り
に
統
計
に
つ
い
て
学
ぶ
が
い
ゝ
。
こ
れ
は
、
覚
醒
婦
人
協
会
大
演
説
会
（大
１２
・４
）
の
チ
ラ
シ
（史
料
集
）
に
近
い
。
十
万
の
女
抗
夫
は
、
地
下
幾
千
尺
の
暗
黒
の
中
に
、
腰
巻
一
枚
で
働
い
て
居
る
で
は
な
い
か
。
百
万
の
幼
け
な
い
女
工
は
、草
木
も
眠
る
深
夜
、
蒸
暑
い
工
場
に
糸
を
紡
が
さ
れ
て
居
る
。　
一
方
公
娼
の
数
は
、
列
国
の
首
位
を
占
め
、
離
婚
の
率
は
高
く
、
産
児
の
死
亡
は
益
々
増
加
し
つ
ゝ
あ
る
で
は
な
い
か
。
／
（中
略
）
恐
る
可
き
淵
に
陥
ら
ん
と
す
る
同
性
の
群
を
見
て
、
あ
な
た
の
良
心
は
恥
ぢ
な
い
か
１
／
女
性
が
、
涙
と
愛
と
を
以
つ
て
作
ら
れ
た
る
も
の
な
ら
ば
、
ど
う
し
て
之
を
黙
視
す
る
こ
と
が
出
来
や
う
。
や
す
は
前
出
「沈
黙
の
群
に
つ
い
て
」
（「婦
人
」）
で
も
、
大
正
十
年
の
統
計
年
鑑
に
よ
れ
ば
、
日
本
全
国
に
は
男
子
労
働
者
よ
り
も
四
万
八
〇
多
い
、
九
五
万
八
〇
〇
〇
の
女
子
工
場
労
働
者
が
あ
り
、
労
務
や
人
権
を
知
ら
ず
、
-45-
た
だ
一
家
の
貧
し
き
が
た
め
に
長
時
間
労
働
に
従
っ
て
い
る
と
書
い
て
、
「沈
黙
の
群
」
で
あ
る
女
子
労
働
者
の
「友
た
り
代
弁
た
ら
ん
」
こ
と
を
訴
え
て
い
た
。
具
体
的
な
統
計
を
あ
げ
て
、
虐
げ
ら
れ
た
女
性
の
現
状
を
女
性
に
訴
え
る
、
や
す
の
態
度
や
主
張
は
、
共
通
し
て
い
る
。
や
す
の
「
め
ざ
め
の
一
歩
」
（「処
女
地
」
３
号
）
に
は
、
「漸
く
治
安
警
察
法
五
条
か
ら
女
子
が
除
外
さ
れ
」
た
よ
う
な
「幼
稚
な
程
度
の
社
会
に
、
め
ざ
め
を
知
う
た
私
達
の
理
想
の
実
現
は
、
は
る
か
な
こ
と
」
に
思
わ
れ
る
が
「
め
ざ
め
の
展
開
を
の
ぞ
み
、
か
た
い
道
を
も
た
ど
り
た
い
」
と
あ
る
。
新
婦
人
協
会
の
請
願
に
よ
っ
て
、
女
性
の
政
治
結
社
へ
の
加
入
と
政
談
集
会
へ
の
参
加
を
禁
ず
る
治
安
警
察
法
第
五
条
の
第
二
項
の
「女
子
及
」
が
削
除
さ
れ
、
政
談
集
会
へ
の
参
加
の
み
が
承
認
さ
れ
た
（大
■
・
５
・
１０
施
行
）。
施
行
日
、
新
婦
人
協
会
神
戸
支
部
主
催
に
よ
る
日
本
初
の
婦
人
政
談
演
説
会
で
、
や
す
は
「私
の
理
想
と
す
る
政
治
」
と
題
し
て
演
説
し
た
（「多
年
の
宿
願
を
成
就
し
た
婦
人
参
政
の
第
一
声
」
。
「大
阪
時
事
新
報
」
大
ｎ
・
５
・
１２
。
集
成
一
）。
や
す
が
「処
女
地
」
４
号
に
書
い
た
「最
近
に
吾
国
の
婦
人
に
与
へ
ら
れ
た
政
治
上
の
小
さ
な
自
由
を
考
察
し
た
」
「
『政
治
的
幻
影
』
と
い
ふ
論
文
」
は
不
掲
載
に
な
っ
た
が
、
こ
の
演
説
に
近
い
も
の
だ
っ
た
だ
ろ
つヽ
。
不
掲
載
の
理
由
は
、
文
芸
を
本
位
に
す
る
「処
女
地
」
が
時
事
問
題
に
触
れ
る
に
は
、
新
た
な
手
続
き
と
保
証
金
を
必
要
と
し
た
か
ら
で
あ
る
。
「と
こ
ろ
が
今
日
の
婦
人
の
問
題
で
、
時
事
問
題
の
根
本
的
な
批
判
に
触
れ
な
い
も
の
は
な
い
」
（「読
者
へ
」
９
号
）
と
藤
村
は
書
い
て
い
る
。
こ
の
こ
と
と
関
わ
っ
て
後
に
や
す
は
、
朝
日
新
聞
社
が
機
関
誌
の
保
証
金
を
納
め
て
く
れ
た
こ
と
を
「此
は
私
達
に
思
想
の
発
表
を
保
証
す
る
こ
と
で
、
之
な
く
し
て
は
、
婦
人
問
題
の
研
究
は
不
可
能
で
あ
る
」
と
喜
ぶ
。
そ
し
て
「黎
明
期
の
婦
人
と
し
て
は
、
と
て
も
一
足
飛
の
こ
と
は
出
来
ま
せ
ぬ
」、
「私
達
の
努
力
は
『後
に
至
る
も
の
』
へ
の
貢
献
と
い
ふ
」
「地
味
な
歩
み
」
で
す
、
と
書
く
（「第
一
輯
を
手
に
し
て
」
。
「婦
人
」
大
１４
・
１
）。
後
半
は
「処
女
地
」
の
在
り
方
を
示
す
目
次
裏
（３
号
）
に
置
か
れ
た
投
書
、
「永
い
間
因
習
づ
け
ら
れ
た
私
達
が
、　
一
足
飛
び
に
自
由
の
地
へ
出
ら
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
」
、
「実
際
生
活
の
上
に
し
み
出
た
一
歩
を
進
め
た
い
」
（「読
者
よ
り
（金
沢
に
て
、
Ｙ
Ｓ
）
」）
に
近
い
。
や
す
は
、
婦
人
問
題
が
時
事
問
題
に
関
わ
り
、
自
分
た
ち
の
歩
み
が
小
さ
な
一
歩
で
あ
る
と
い
う
「処
女
地
」
の
考
え
を
共
有
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
「処
女
地
」
６
号
「消
息
」
に
は
、
組
合
婦
人
伝
道
会
の
幹
事
は
無
理
や
り
く
く
り
つ
け
ら
れ
た
重
荷
で
あ
り
「先
生
の
御
存
じ
の
や
う
な
事
情
も
私
の
身
の
上
に
は
あ
り
ま
し
た
か
ら
」
関
係
を
絶
と
う
と
試
み
た
け
れ
ど
も
、
無
責
任
と
ま
な
び
、適
当
な
時
期
の
く
る
ま
で
負
う
て
行
こ
う
と
決
心
し
た
、
と
あ
る
。
や
す
と
藤
村
と
の
手
紙
の
や
り
と
り
が
掲
載
文
以
外
に
も
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
や
す
は
組
合
婦
人
伝
道
会
の
企
図
の
う
ち
婦
人
教
師
待
遇
改
善
は
急
務
で
あ
り
、
こ
の
夏
は
全
国
の
教
会
を
め
ぐ
っ
て
、
各
地
の
組
合
派
の
婦
人
達
を
結
び
合
わ
せ
、
反
省
と
自
覚
を
呼
び
さ
ま
し
た
い
、
「我
を
生
か
そ
う
と
す
る
意
気
込
が
他
人
を
生
か
そ
う
と
す
る
と
こ
ろ
に
投
げ
こ
ま
れ
た
時
に
、
私
は
ま
こ
と
に
幸
福
で
あ
り
ま
す
」
と
も
書
く
。
少
し
前
に
や
す
は
「基
督
教
世
界
」
に
教
師
待
遇
改
善
の
こ
と
を
訴
え
（「組
合
教
会
婦
人
に
訴
ふ
」
大
Ｈ
・
２
・２
、
９
）
、
秋
の
「総
会
を
終
り
て
組
合
教
会
の
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姉
妹
方
に
」
（同
　
大
ｎ
・
１０
・
１９
）
に
は
、
千
円
以
上
の
会
費
が
集
ま
っ
た
感
謝
と
共
に
、
女
性
の
内
部
に
あ
る
、
め
ざ
め
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
未
成
の
本
質
を
啓
発
育
成
す
る
こ
と
が
「基
督
教
婦
人
の
使
命
」
と
書
い
て
い
る
。
「処
女
地
」
に
、
や
す
は
婦
人
伝
道
会
幹
事
と
し
て
尽
力
す
る
に
至
る
心
の
動
き
を
綴
つ
た
の
で
あ
る
。
「消
息
」
に
は
、
自
分
も
「
胸
の
底
に
、
い
か
め
し
く
座
を
し
め
て
ゐ
た
暗
い
問
題
」
の
あ
る
「
不
幸
な
人
」
で
あ
り
、
「
人
は
ど
ん
な
境
遇
の
中
か
ら
で
も
生
き
て
展
び
て
行
け
る
」
と
内
省
し
た
上
で
、
松
江
の
盲
唖
学
校
を
伝
道
訪
問
し
た
こ
と
も
書
か
れ
て
い
る
。
や
す
が
虐
げ
ら
れ
た
人
々
に
向
き
合
う
時
の
心
の
源
に
あ
る
、
自
ら
も
虐
げ
ら
れ
た
人
と
同
じ
で
あ
る
と
い
う
思
い
が
「処
女
地
」
に
は
綴
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
や
す
に
と
っ
て
、
「
処
女
地
」
は
、
「
『な
る
べ
き
も
の
に
な
り
た
い
』
も
が
き
を
、
な
げ
き
を
、
お
も
ひ
や
り
を
、
又
は
げ
ま
し
を
心
か
ら
心
に
語
ら
う
と
す
る
に
ふ
さ
は
し
い
所
」
（２
号
「
私
の
文
芸
に
つ
い
て
感
じ
た
事
」
）
で
あ
っ
た
。
終
刊
の
１０
号
に
は
、
「
仮
に
「
処
女
地
」
は
外
に
向
つ
て
は
、
何
も
与
へ
る
こ
と
が
な
か
つ
た
と
し
て
も
、
私
に
は
、
よ
り
自
由
な
よ
り
真
実
な
生
活
を
あ
た
へ
た
」
と
書
く
。
そ
し
て
、
「特
殊
の
愛
着
を
以
て
共
鳴
し
て
下
す
つ
た
読
者
」
の
「温
い
は
げ
ま
し
の
な
か
に
、
私
は
新
た
に
い
つ
く
し
ま
れ
た
。
そ
う
し
て
新
し
く
自
分
の
使
命
を
読
ま
せ
ら
れ
た
」
と
書
き
、
「
処
女
地
」
に
よ
っ
て
生
ま
れ
た
「
友
情
と
愛
」
を
神
に
感
謝
す
る
。
幹
事
や
幹
部
と
い
っ
た
役
割
を
背
負
っ
た
言
葉
で
は
な
い
、
「
処
女
地
」
の
や
す
の
文
章
に
は
、確
か
に
受
け
容
れ
て
く
れ
る
人
を
得
た
喜
び
が
感
じ
ら
れ
る
。
実
際
に
遼
巡
を
書
き
連
ね
る
わ
け
で
は
な
く
、
心
の
違
巡
を
書
け
る
場
所
を
持
つ
こ
と
に
よ
っ
て
、
心
が
動
き
、
そ
の
決
心
が
書
か
れ
る
の
で
あ
る
。
や
す
は
、
「
処
女
地
」
に
、
婦
人
伝
道
会
、
覚
醒
婦
人
協
会
や
全
関
西
婦
人
連
合
会
で
活
動
す
る
元
と
な
る
心
の
動
き
を
描
き
、
読
者
の
共
鳴
を
得
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
運
動
を
進
め
る
力
を
培
っ
た
。
「処
女
地
」
は
、
そ
れ
ら
を
結
び
つ
け
る
場
所
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
四
、
執
筆
目
録
（動
静
を
記
す
も
の
に
「
＊
」
、
史
料
集
所
収
記
事
に
「
▲
＋
」
《
年
月
等
の
加
筆
訂
正
あ
り
》
、
集
成
所
収
の
も
の
に
「●
」
と
巻
号
を
付
す
。
筆
名
が
「織
田
や
す
」
の
み
の
場
合
は
略
し
、
肩
書
の
あ
る
も
の
は
入
れ
た
。
内
容
に
よ
る
順
に
し
た
も
の
も
あ
る
）
神
戸
女
学
院
同
窓
会
め
ぐ
み
　
６１
　
大
５
・
２
　
織
田
ヤ
ス
教
師
「御
大
礼
に
つ
い
て
」
（即
位
の
大
礼
）
神
戸
女
学
院
同
窓
会
め
ぐ
み
　
６３
　
大
５
・
１２
　
織
田
安
「立
太
子
礼
に
就
き
て
」
＊
神
戸
女
学
院
同
窓
会
め
ぐ
み
　
６４
　
大
６
・
９
　
「母
校
の
お
と
づ
れ
教
頭
　
木
村
徳
蔵
」
織
田
教
師
は
「最
も
厚
き
信
仰
の
人
に
て
年
来
の
宿
望
な
り
し
神
学
研
究
の
為
遊
学
」
渡
米
し
辞
職
さ
れ
る
。
神
戸
女
学
院
同
窓
会
め
ぐ
み
　
６５
　
大
７
・
８
　
「織
田
先
生
よ
り
三
月
送
ら
れ
し
私
書
ぬ
き
が
き
」
九
月
か
ら
オ
ベ
リ
ン
の
方
へ
参
る
＊
大
阪
朝
日
新
聞
　
大
９
・
１０
・
２６
朝
　
「僚
乱
と
咲
き
乱
れ
て
」
第
二
回
婦
人
会
関
西
連
合
大
会
で
「婦
人
の
革
新
運
動
を
成
功
せ
し
む
る
に
つ
い
て
の
決
心
」
と
題
し
「
五
分
間
演
説
」
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＊
神
戸
女
子
神
学
校
同
窓
会
会
報
　
９
　
大
９
・
１２
・
１５
　
コ
ザ
ー
ト
「
同
窓
諸
師
へ
」
米
国
滞
在
中
、
オ
ベ
リ
ン
大
学
で
「織
田
先
生
に
展
々
御
目
に
か
ゝ
り
先
生
が
我
が
学
校
に
来
ら
る
ゝ
為
充
分
準
備
し
て
居
つ
て
下
さ
い
ま
す
こ
と
を
喜
ひ
一ｆ
し
た
」
／
小
池
す
い
「織
田
先
生
え
」
「私
達
は
幸
だ
私
達
の
切
望
し
て
や
ま
な
か
つ
た
凡
て
の
も
の
を
残
り
な
く
与
ヘ
て
下
さ
る
、
先
生
を
お
迎
へ
し
て
」
＊
神
戸
女
学
院
同
窓
会
め
ぐ
み
　
７０
　
大
９
・
１２
・
２５
　
「九
月
以
後
新
任
教
師
紹
介
」
に
「織
田
康
子
（聖
修
）」
、
「長
谷
川
初
音
（国
）
」
＊
大
阪
朝
日
新
聞
（神
戸
附
録
）
大
１０
・
３
・４
　
「
〈婦
人
の
世
界
〉
覚
醒
婦
人
協
会
　
又
新
し
い
婦
人
団
体
が
生
れ
た
」
発
起
人
四
人
が
女
子
神
学
校
で
会
合
。
他
紙
に
も
記
事
あ
り
。
＊
神
戸
新
聞
　
大
１０
・
３
・
２７
　
「覚
醒
婦
人
協
会
」
（神
戸
市
文
書
館
館
長
・
松
本
正
三
氏
の
御
教
示
に
よ
る
）
／
大
阪
毎
日
新
聞
（兵
庫
県
附
録
）
大
１０
・
３
・
２８
「職
業
婦
人
の
家
庭
生
活
は
無
味
乾
燥
に
な
り
や
す
い
　
覚
醒
婦
人
会
神
戸
支
部
発
会
式
」
　
／
大
阪
朝
日
新
聞
（神
戸
附
録
）
大
１０
・
３
・
２８
、
２９
「惨
め
な
彼
女
達
を
救
へ
と
労
働
婦
人
の
為
に
気
を
吐
い
た
賀
川
夫
人
と
、
『真
の
友
情
』
の
為
に
力
説
す
る
織
田
女
史
　
覚
醒
婦
人
協
会
講
演
会
」
／
『日
本
労
働
年
鑑
　
大
正
■
年
版
』
（大
ｎ
・
７
）
に
も
記
載
あ
り
基
督
教
世
界
　
ＨΦ
８
　
大
１０
・
４
・
２８
　
「若
き
人
々
に
　
神
戸
女
子
神
学
校
　
織
田
ヤ
ス
」
基
督
教
世
界
　
ＰＳ
Ｏ
　
大
１０
・
５
・
５
　
「若
き
人
々
に
　
神
戸
女
子
神
学
校
　
織
田
ヤ
ス
」
神
戸
女
子
神
学
校
案
内
　
大
１０
・
５
　
「若
き
人
々
に
　
神
戸
女
子
神
学
校
織
田
ヤ
ス
」
基
督
教
世
界
　
ＨＯ
ｏｏ
　
大
１０
・
６
・
２
　
「文
化
運
動
を
レ
イ
マ
ン
が
評
し
て
　
神
戸
女
子
神
学
校
　
織
田
ヤ
ス
」
基
督
教
世
界
　
Ｈ８
Ｈ　
大
１０
・
６
・
９
　
「文
化
運
動
を
レ
イ
マ
ン
が
評
し
て
（続
き
）
神
戸
女
子
神
学
校
　
織
田
ヤ
ス
」
新
人
　
　
　
　
２５４
　
大
１０
・
８
　
「
一
本
道
　
織
田
ヤ
ス
」
神
戸
女
学
院
同
窓
会
め
ぐ
み
　
１
　
大
１０
・
８
　
「自
治
の
精
神
に
つ
き
て
神
戸
女
子
神
学
校
教
授
　
織
田
ヤ
ス
」
講
演
　
／
「現
教
職
員
」
に
も
名
が
あ
る
。
女
子
青
年
界
　
１８
１
９
　
大
１０
・
９
　
「生
涯
の
意
義
と
目
的
　
神
戸
女
子
神
学
校
　
織
田
ヤ
ス
子
」
神
戸
女
子
神
学
校
同
窓
会
会
報
　
１０
　
大
ｎ
・
２
・
１０
　
「伝
道
小
話
」
婦
人
同
情
会
で
話
し
祈
る
＊
神
戸
女
子
神
学
校
同
窓
会
会
報
　
１０
　
大
ｎ
・
２
・
Ю
　
コ
ザ
ー
ト
「愛
す
る
諸
姉
へ
」
昨
年
東
京
で
の
婦
人
伝
道
会
総
会
で
織
田
先
生
が
入
会
し
て
幹
事
に
／
「修
養
会
概
況
」
（大
１０
・１１
・１０
～
１７
）
織
田
先
生
の
「詩
篇
の
研
究
」
（四
回
）
／
「現
在
教
師
」
に
よ
る
と
住
所
は
バ
ロ
ス
、
コ
ザ
ト
、
ス
タ
ン
フ
オ
ル
ト
、
竹
内
米
と
同
じ
く
「学
校
内
」
＊
大
ｎ
・
１
　
「覚
醒
婦
人
」
創
刊
号
（未
見
）
＊
大
阪
朝
日
新
聞
　
（神
戸
附
録
）
　
大
ｎ
。
１
・
１６
　
十
津
雁
「神
戸
の
婦
人
（九
）
」
女
子
神
学
校
の
織
田
や
す
女
史
が
覚
醒
婦
人
会
の
幹
部
の
一
人
と
し
て
講
演
会
に
、
談
話
会
に
、
大
抵
出
席
し
て
意
見
を
発
表
し
て
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ゐ
る
こ
と
は
我
婦
人
界
の
一
つ
の
誇
り
＊
大
阪
朝
日
新
聞
　
（神
戸
附
録
）
大
■
・
１
・
１７
「組
合
婦
人
連
合
会
」
１６
日
の
組
合
婦
人
伝
道
会
の
連
合
集
会
で
、初
音
の
祈
祷
、
や
す
の
「組
合
婦
人
に
訴
ふ
」
基
督
教
世
界
　
Ｈ８
∞
　
大
■
・
２
・
２
　
「組
合
教
会
婦
人
に
訴
ふ
　
婦
人
伝
道
会
幹
事
　
織
田
や
す
」
基
督
教
世
界
　
Ｈ８
一
　
大
ｎ
・
２
・
９
　
「組
合
教
会
婦
人
に
訴
ふ
　
（続
き
）
　
婦
人
伝
道
会
幹
事
　
織
田
や
す
」
机
γ
ズ
■
一　
１
　
，大
Ｈ
・　
４
　
く
＞
∽
Ｃ
Ｏ
∪
＞
〓↓
〇
＞
∪
国
＞
刀
「
”
Ｈ同
Ｚ
∪
＞
『
↓
口
”
ｒ
Ｏ
Ｚ
Ｏ
∽
Ｈｒ
”
Ｚ
Ｏ
”
〓
開
拓
者
　
１７
１
“
　
　
大
Ｈ
・
４
「心
」
（歌
）
処
女
地
　
２
　
大
■
・
５
　
織
田
や
す
子
　
「私
の
文
芸
に
つ
い
て
感
じ
た
事
」
＊
大
阪
時
事
新
報
　
大
Ｈ
・
５
。
１２
「多
年
の
宿
願
を
成
就
し
た
婦
人
参
政
の
第
一
声
」
治
警
法
一
部
改
正
施
行
日
、
新
婦
人
協
会
神
戸
支
部
主
催
婦
人
政
談
演
説
会
で
「私
の
理
想
と
す
る
政
治
」
を
演
説
処
女
地
　
３
　
大
ｎ
・
６
　
織
田
や
す
子
「め
ざ
め
の
一
歩
」
＊
『神
戸
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ
五
十
年
の
あ
ゆ
み
』
（神
戸
キ
リ
ス
ト
教
女
子
青
年
会
五
十
年
誌
編
集
委
員
会
　
昭
４５
・
１２
）
幹
部
委
員
会
（大
ｎ
・
６
・
１２
）
で
織
田
安
子
が
第
二
代
会
長
に
選
ば
れ
た
。
た
だ
し
年
内
に
、
学
校
の
方
の
責
任
上
、
会
長
を
辞
さ
ね
ば
な
ら
な
っ
た
。
「人
事
年
表
」
で
は
、
大
１０
～
１２
ま
で
幹
部
委
員
。
大
ｎ
・
■
に
は
日
本
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ
総
幹
事
河
井
道
を
招
い
て
委
員
修
養
会
を
開
い
た
。
基
督
教
世
界
　
Ｎｏ
Ｈ∞
　
大
ｎ
・
６
・
２２
「
『生
む
人
」
に
さ
ゝ
ぐ
る
」
（歌
）
＊
処
女
地
　
４
　
大
ｎ
・
７
　
や
す
子
の
「政
治
的
幻
影
」
は
、
時
事
問
題
に
触
れ
る
の
で
割
愛
処
女
地
　
５
　
大
ｎ
・
８
　
織
田
や
す
子
「朝
夕
の
祈
り
」
処
女
地
　
６
　
大
ｎ
・
９
　
織
田
や
す
子
「消
息
」
　
組
合
婦
人
伝
道
会
の
た
め
の
旅
基
督
教
世
界
　
Ｎ８
ｏ
　
大
ｎ
・
１０
・
１９
「総
会
を
終
り
て
組
合
教
会
の
姉
妹
方
に
　
組
合
婦
人
伝
道
会
幹
事
　
織
田
や
す
」
処
女
地
　
８
　
大
Ｈ
・
■
　
織
田
や
す
子
「朝
夕
の
祈
」
覚
醒
婦
人
　
ｎ
　
大
ｎ
・
■
・
２０
　
織
田
や
す
子
「お
母
さ
ん
は
家
に
ゐ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
」
一
処
女
地
　
９
　
大
ｎ
・
１２
　
織
田
や
す
子
「朝
夕
の
祈
」
　
　
　
　
　
　
　
　
９．
処
女
地
　
１０
　
大
１２
・
１
　
織
田
や
す
子
「朝
夕
の
祈
」　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
基
督
教
世
界
　
一
ｏミ
　
大
１２
・
２
・
２２
　
織
田
安
子
「神
戸
女
子
神
学
校
を
紹
介
す
」
「定
員
三
十
名
の
小
さ
い
目
標
を
以
て
満
足
し
て
居
る
超
越
境
」
＊
基
督
教
世
界
　
Ｎｏｏ
Ｎ
　
大
１２
・
３
・
２９
「
〈個
人
消
息
〉
織
田
や
す
子
」
「三
十
、
三
十
一
日
鳥
取
、
倉
吉
両
教
会
を
応
援
せ
ら
れ
、
続
い
て
松
江
に
帰
省
せ
ら
る
。」
＊
基
督
教
世
界
　
Ｎｏ
ｕＯ
　
大
１２
・
４
・
２６
「宗
教
々
育
講
演
会
」
鳥
取
、
三
月
三
十
日
「宗
教
々
育
者
と
し
て
の
女
性
」
と
題
し
て
神
戸
女
子
神
学
校
の
織
田
安
子
女
史
＊
覚
醒
婦
人
　
１６
　
大
１２
・
４
・
２０
　
「第
一
回
覚
醒
婦
人
協
会
総
会
」
や
す
が
議
長
＊
大
阪
毎
日
新
聞
（兵
庫
県
附
録
）
大
１２
・
４
・
２６
「
『男
女
の
協
同
に
よ
る
新
社
会
の
建
設
』
を
標
榜
し
て
積
極
的
に
活
動
す
る
覚
醒
婦
人
協
会
の
演
説
会
」。
他
紙
に
も
記
事
あ
り
。
＊
神
戸
新
聞
　
　
　
大
１２
・
４
・
３０
「新
ら
し
い
時
代
を
生
む
目
覚
め
た
女
の
叫
び
」
（倉
橋
論
文
に
指
摘
あ
り
）
２９
日
の
演
説
会
で
「危
機
」
と
題
し
て
熱
弁
覚
醒
婦
人
　
１７
　
　
大
１２
・
５
・
２０
「救
援
金
募
集
に
就
き
て
」
＊
覚
醒
婦
人
　
１７
　
大
１２
・
５
・
２０
　
「本
部
　
会
報
務
告
」
宣
伝
演
説
会
で
、
や
す
「危
機
」
／
　
「本
部
委
員
会
開
催
」
五
月
十
一
日
総
会
後
第
一
回
本
部
委
員
会
を
賀
川
氏
宅
に
開
催
。
出
席
者
織
田
や
す
子
姉
、
山
内
み
な
子
姉
、
行
政
花
子
姉
、
濱
田
清
子
姉
、
賀
川
春
子
姉
　
委
員
長
賀
川
春
子
。
本
会
創
立
よ
り
の
欠
損
金
三
百
二
十
六
円
は
ハ
ル
よ
り
寄
付
申
出
ら
れ
一
同
感
謝
＊
覚
醒
婦
人
　
１８
　
大
１２
・
６
・
２０
　
「会
務
報
告
」
上ハ
月
三
日
神
戸
婦
人
連
合
会
大
会
の
講
演
会
に
本
会
を
代
表
し
て
織
田
安
子
が
「社
会
人
と
し
て
の
家
庭
」
と
題
し
て
講
演
＊
覚
醒
婦
人
　
１９
　
大
１２
・
７
・
２０
　
「編
輯
室
」
織
田
女
史
は
先
月
か
ら
満
解
各
地
の
旅
行
＊
基
督
教
世
界
　
　
Ｎｏ
Ｎ
　
大
１２
・
８
・
３０
「神
戸
女
子
神
学
校
」
「明
折
に
し
て
論
理
整
然
、
霊
味
豊
か
な
る
織
田
安
子
氏
の
新
約
書
の
教
授
」
基
督
教
世
界
　
　
　
Ｎｏ
ＮＯ
　
大
１２
・
１０
・
４
　
織
田
安
子
「災
害
の
考
察
」
基
督
教
世
界
　
　
　
Ｎｏ∞
Ｎ
　
大
１２
・
１０
・
２５
「全
国
組
合
教
会
の
姉
妹
達
に
　
日
本
組
合
婦
人
伝
道
会
に
奉
仕
す
る
一
女
　
織
田
や
す
」
神
戸
女
子
神
学
校
は
織
田
安
を
二
ヶ
月
間
婦
人
伝
道
会
に
提
供
し
、
実
地
伝
道
を
繰
り
上
げ
て
第
二
学
年
か
ら
三
名
を
臨
時
婦
人
伝
道
隊
に
加
わ
ら
せ
る
＊
『横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
百
年
史
』
（横
浜
キ
リ
ス
ト
教
青
年
会
　
昭
５９
・
１０
）
大
１２
・
１２
・
２０
　
夜
の
聖
書
講
演
会
で
賀
川
豊
彦
「イ
エ
ス
と
人
間
の
失
敗
」
、
織
田
安
子
「イ
エ
ス
の
発
見
と
自
由
」
講
演
神
戸
女
子
神
学
校
同
窓
会
会
報
　
１２
　
大
１２
・１２
・２７
　
織
田
安
「涙
を
そ
ゝ
ぎ
に
」
涙
を
そ
そ
ぎ
に
横
浜
に
来
た
／
＊
「現
在
教
師
」
や
す
の
住
所
は
横
浜
市
根
岸
鷺
山
婦
人
　
　
　
　
１
１
１
　
大
１３
・
１２
　
「象
牙
の
塔
か
ら
」
＊
婦
人
　
　
　
１
１
１
　
大
１３
・
１２
　
「覚
め
た
婦
人
と
其
の
会
合
」
や
す
が
大
会
副
議
長
婦
人
　
　
　
　
２
１
１
　
大
１４
・
１
　
「
（私
の
新
聞
紙
に
対
す
る
意
見
と
希
望
〉
間
は
る
ヽ
ま
ゝ
に
」
婦
人
　
　
　
　
２
１
１
　
大
１４
・
１
　
「第
一
輯
を
手
に
し
て
」
婦
人
　
　
　
　
２
１
２
　
大
１４
・
２
　
「北
村
兼
子
サ
ン
の
『廃
娼
運
動
を
瞥
見
し
て
』
と
い
ふ
稿
を
読
み
て
」
婦
人
　
　
　
　
２
１
３
　
大
１４
・
３
　
「沈
黙
の
群
に
つ
い
て
　
覚
醒
婦
人
協
会
よ
り
見
た
る
女
子
労
働
運
動
私
見
」
女
子
青
年
界
　
２２
１
３
　
大
１４
・
３
・
１５
　
「若
き
姉
妹
達
に
」
基
督
教
世
界
　
Ｎ
覇
い
　
大
１４
・
４
・
９
　
「此
の
一
章
の
拙
き
訳
文
を
バ
ズ
ウ
オ
ル
ツ
博
士
に
棒
ぐ
」
＊
婦
人
　
　
　
２
１
ｎ
　
大
１４
・
Ｈ
　
「第
七
回
全
関
西
婦
人
連
合
大
会
」
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「会
を
通
じ
て
適
切
な
意
見
を
吐
き
つ
ゝ
も
議
事
の
進
行
を
助
け
て
功
あ
る
織
田
氏
」
、
婦
人
参
政
権
に
つ
い
て
も
提
案
神
戸
女
子
神
学
校
同
窓
会
会
報
　
１３
　
大
１４
・
ｎ
・
５
　
「御
挨
拶
に
代
へ
て
」
女
子
青
年
界
　
２２
１
ｎ
　
大
１４
・
■
・
１５
　
「
〈総
会
印
象
記
〉
神
戸
女
子
神
学
校
教
授
　
織
田
や
す
」
婦
人
運
動
　
　
４
１
２
　
大
１５
・
２
「感
情
の
感
情
論
を
警
戒
せ
よ
」
＊
『神
戸
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ
　
五
十
年
の
あ
ゆ
み
』
（前
出
）
第
七
回
総
会
（大
１５
・
４
・
２７
）
で
「織
田
や
す
子
氏
の
お
話
」
女
子
青
年
界
　
η
１
７
　
大
１５
・
７
・
１５
「共
同
の
精
神
」
＊
婦
人
　
　
　
３
１
１０
　
大
１５
・
１０
「
〈婦
人
会
の
近
況
〉
兵
庫
県
婦
人
代
表
者
会
　
大
会
提
案
を
審
議
」
京
大
学
生
事
件
に
関
し
て
成
る
べ
く
穏
便
に
事
を
す
ま
さ
れ
る
よ
う
嘆
願
し
た
い
と
発
言
婦
人
　
　
　
　
３
１
Ｈ
　
大
１５
・
ｎ
　
「第
八
回
全
関
西
婦
人
連
合
大
会
」
代
表
者
会
で
議
事
進
行
委
員
に
な
る
婦
人
　
　
　
　
３
１
０
　
大
１５
・
１２
「
〈第
八
回
全
関
西
婦
人
連
合
大
会
代
表
者
の
感
想
〉
思
想
問
題
懇
談
会
の
弁
明
」
女
子
青
年
界
　
２４
１
１
　
昭
２
・
１
　
「生
命
の
味
」
雲
の
柱
　
　
　
６
１
２
　
昭
２
・
２
「
〈創
作
〉
夕
暮
」
雲
の
柱
　
　
　
６
１
３
　
昭
２
・
３
　
「
〈創
作
〉
夕
暮
（其
二
）」
父
の
死
基
督
教
世
界
　
Ｎ∞
ｏ
Ｈ
～
Ｎω
ｏ∞
　
昭
３
・
２
・１６
、
２３
、
３
・
１
、
８
　
「
（基
督
教
要
義
〉
ク
リ
ス
チ
ヤ
ン
に
な
る
と
は
ど
う
い
ふ
こ
と
か
（
一
）
～
（四
）
織
田
や
す
訳
」
原
作
は
オ
ベ
リ
ン
大
学
で
の
師
基
督
教
世
界
　
Ｎ
∞８
～
Ｎ∞
】∞
　
昭
３
・
３
・
１５
～
６
・
１４
　
「
〈基
督
教
要
義
〉
ク
リ
ス
チ
ヤ
ン
に
な
る
と
は
ど
う
い
ふ
こ
と
か
（五
）
～
（十
八
）
ボ
ス
ウ
オ
ー
ス
教
授
　
織
田
や
す
子
訳
」
＊
大
阪
毎
日
新
聞
　
昭
３
・
５
・
１７
　
「婦
人
運
動
家
総
出
で
遊
廓
撤
廃
の
雄
叫
び
」
ハ
ル
ら
と
講
演
神
戸
女
子
神
学
校
同
窓
会
会
報
　
１６
　
昭
３
・
１１
・
２９
　
（１５
号
は
欠
号
で
未
見
）
「偶
感
」
／
＊
九
月
二
九
日
「織
田
先
生
送
別
会
」
で
「織
田
先
生
御
答
辞
」
／
＊
長
坂
肇
次
郎
「同
窓
の
姉
妹
た
ち
へ
」
継
続
を
熱
望
し
た
が
、織
田
教
授
辞
職
／
＊
北
村
光
子
「織
田
先
生
を
思
ひ
出
す
ま
ゝ
に
」
＊
『神
戸
と
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
百
年
』
（神
戸
キ
リ
ス
ト
教
青
年
会
　
昭
６２
・
３
）
「時
代
的
に
基
督
教
が
現
代
社
会
に
背
負
う
処
に
使
命
の
重
大
な
る
事
を
明
示
」
す
る
た
め
に
開
設
さ
れ
た
「神
戸
基
督
教
徒
神
学
校
」
（月
曜
信
徒
神
学
校
）
の
昭
３
秋
学
期
の
講
師
を
、
や
す
、
中
島
重
、
河
上
丈
太
郎
ら
が
つ
と
め
た
。
＊
神
戸
女
子
神
学
校
同
窓
会
会
報
　
１７
　
昭
４
・
ｎ
。
２８
　
野
中
篤
「中
国
四
国
を
旅
し
て
」
／
（三
年
来
、米
国
伝
道
会
社
の
学
校
へ
の
補
給
緊
縮
）
「蘭
の
花
』
（石
野
為
和
編
　
故
石
野
微
子
記
念
遺
稿
集
）
昭
５
・
１０
「故
石
野
倣
子
夫
人
　
神
戸
教
会
に
於
け
る
聖
書
の
師
　
織
田
や
す
子
」
＊
『恵
泉
女
学
園
五
十
年
の
歩
み
』
（昭
５４
・
Ｉ
）
昭
５
・
１
　
国
語
担
当
教
師
の
退
職
に
よ
り
、
や
す
が
国
語
担
当
恵
泉
文
芸
　
　
昭
５
・
２
「
国
語
教
室
」
「十
一
人
の
娘
さ
ん
」
と
の
授
業
風
景
-51-
＊
神
戸
女
子
神
学
校
同
窓
会
会
報
　
１８
　
昭
５
・
１２
・
１５
　
「個
人
消
息
織
田
や
す
先
生
」
「御
母
様
と
お
二
人
」
、
「恵
泉
学
園
に
御
勤
め
」
。
住
所
記
載
上
毛
教
界
月
報
　
凱
　
昭
６
・
６
・
２０
　
織
田
や
う
子
女
史
　
「
〈前
号
の
反
響
〉」
「女
史
は
嘗
て
神
戸
女
子
神
学
校
の
教
授
と
し
て
其
教
授
に
異
彩
を
放
ち
し
方
」
と
紹
介
あ
り
上
毛
教
界
月
報
　
３９５
　
昭
６
・
９
・
２０
　
　
織
田
や
す
子
「発
見
」
『私
は
何
故
神
を
信
ず
る
か
」
（基
督
教
女
子
青
年
会
日
本
同
盟
宗
教
部
編
教
文
館
出
版
部
）
昭
６
・
■
「
わ
た
し
は
ど
ん
な
神
さ
ま
を
信
じ
て
ゐ
る
か
　
恵
泉
学
院
教
師
　
織
田
安
子
」
困
口
∽
同
Ｚ
Ｚ
国
ヨ
∽
２
　
昭
６
・
１２
　
織
田
や
す
子
「
ホ
ワ
イ
ト
ク
リ
ス
マ
ス
」
上
毛
教
界
月
報
　
３９９
　
昭
７
・
１
・
２０
　
織
田
や
す
子
　
（歌
）
開
拓
者
　
　
　
２７
１
１０
　
昭
７
・
１０
　
「夏
季
学
校
事
件
批
判
座
談
会
」
恵
泉
女
学
校
校
長
　
河
井
道
子
、
同
教
諭
　
織
田
ヤ
ス
、
等
。
Ｓ
・
Ｃ
・
Ｍ
（学
生
基
督
教
運
動
）
事
件
恵
泉
　
　
　
　
１
　
昭
７
・
Ｉ
　
「祈
祷
の
栞
」
恵
泉
　
　
　
　
２
　
昭
７
・
１２
　
「祈
の
栞
」
上
毛
教
界
月
報
　
４１０
　
昭
７
・
１２
・
２０
　
織
田
や
す
子
「断
想
」
恵
泉
　
　
　
３
　
昭
８
・
１
「
信
仰
の
歌
」
（短
歌
）
以
下
、
「
恵
泉
」
は
毎
月
発
行
さ
れ
、
や
す
は
、
身
辺
や
母
、
反
省
な
ど
を
詠
ん
だ
短
歌
を
載
せ
た
。
昭
８
・２
、
３
、
４
、
６
、
９
、
昭
９
。１
、
２
、
４
、
５
、
６
、
８
、
９
、
１０
、
昭
Ｈ
・
１
、
２
、
５
、
７
、
８
、
■
、
昭
１３
・
１
、
２
の
短
歌
掲
載
に
つ
い
て
は
表
か
ら
略
す
。
婦
女
新
聞
　
　
　
　
　
昭
８
・
■
・
２６
　
「家
庭
の
平
和
恵
泉
学
園
　
織
田
や
す
子
」
上
毛
教
界
月
報
　
４２３
　
昭
９
・
１
・
２０
　
織
田
や
す
子
「断
想
」
婦
人
新
報
　
　
４３３
　
昭
９
・
４
　
織
田
や
す
子
「春
・
復
活
・
卒
業
」
（歌
）
恵
泉
　
　
　
　
２９
　
昭
１０
・
７
　
「人
生
観
照
」
（随
筆
）
恵
泉
　
　
　
　
４２
　
昭
■
・
９
　
「飯
盛
野
に
於
け
る
　
十
字
愛
道
場
の
三
日
（
一
）」
農
村
伝
道
に
励
む
曾
て
の
生
徒
、
兵
庫
県
加
西
郡
の
「家
に
あ
る
教
会
」
訪
問
記
恵
泉
　
　
　
　
４３
　
昭
■
・
１０
「飯
盛
野
に
於
け
る
　
十
字
愛
道
場
の
三
日
　
（三
）」
恵
泉
　
　
　
　
４６
　
昭
１２
・
１
　
「偶
感
」
（短
歌
）
恵
泉
　
　
　
　
４８
　
昭
１２
・
３
　
「悼
歌
」
「
二
月
三
日
兄
君
去
り
ま
し
ぬ
れ
ば
」
の
詞
書
恵
泉
　
　
　
　
５９
　
昭
１３
・
３
　
「普
一
回
高
一
回
　
合
同
ク
ラ
ス
会
に
出
席
し
て
」
（歌
）
恵
泉
　
　
　
　
“
　
昭
１４
・
１
「新
建
設
の
幻
影
（昭
和
十
四
年
一
月
元
日
一　
祝
賀
式
々
辞
」
恵
泉
　
　
　
　
７２
　
昭
１４
・
５
　
「母
の
祈
　
織
田
や
す
訳
」
基
督
教
世
界
　
Ｎ∞０
一
　
昭
１４
・
５
・
■
「
〈母
の
日
〉
異
教
徒
の
母
　
織
田
や
す
」
恵
泉
　
　
　
　
７６
　
昭
１４
・
１０
　
「校
歌
　
織
田
や
す
先
生
作
」
「恵
泉
ス
ピ
リ
ッ
ト
」
（や
す
作
ペ
ー
ジ
ェ
ン
ト
）
昭
１４
・
ｎ
　
恵
泉
十
周
年
感
謝
会
で
生
徒
が
上
演
-52-
恵
泉
　
　
　
　
７９
　
昭
１５
・
１
「健
康
漫
言
」
恵
泉
　
　
　
　
８０
　
昭
１５
・
２
「信
和
会
を
回
顧
し
て
」
（『ゆ
く
て
は
る
か
に
』
収
録
の
文
は
、河
井
道
の
文
で
発
行
年
誤
り
。
信
和
会
は
自
治
会
）
基
督
教
世
界
　
やＯ
ＮＮ
　
昭
１５
・
５
・
９
　
「
〈母
の
日
の
こ
と
ば
〉
我
が
母
と
は
誰
ぞ
　
織
田
や
す
」
『皇
紀
二
千
六
百
年
記
念
恵
泉
同
窓
会
』
恵
泉
女
学
園
同
窓
会
　
昭
１５
・
ｎ
「お
便
り
」
＊
恵
泉
　
　
　
９６
　
昭
１６
・
７
　
「信
和
報
国
団
報
国
会
」
織
田
先
生
の
司
会
で
御
注
意
奨
励
（前
号
に
、
文
部
省
の
依
命
に
よ
り
今
迄
の
信
和
会
を
解
散
し
「信
和
報
国
団
の
結
成
」
と
あ
る
）
恵
泉
　
　
　
　
・０３
　
昭
１７
・
３
　
「
こ
の
道
よ
」
学
園
へ
の
道
を
私
は
愛
し
た
。
「
こ
の
道
よ
尊
か
り
け
り
生
命
へ
と
辿
り
辿
り
し
道
な
り
し
か
な
」等
。
声
　
　
　
　
　
鰤
　
昭
１７
・
Ｉ
　
織
田
や
す
子
「
『母
な
る
教
会
』
へ
（改
宗
記
）
―
―
新
教
の
お
友
達
に
お
く
る
―
―
」
＊
『恵
泉
の
教
育
』
恵
泉
女
学
園
創
立
七
十
周
年
記
念
文
集
委
員
会
編
　
平
１４
・
３
　
鈴
木
茂
々
子
「織
田
や
す
先
生
」
結
び
、
や
す
は
、
米
国
留
学
か
ら
帰
国
後
、
神
戸
女
子
神
学
校
教
授
、
婦
人
伝
道
会
幹
事
、
神
戸
基
督
教
女
子
青
年
会
会
長
を
つ
と
め
、
全
関
西
婦
人
連
合
会
大
会
で
も
活
躍
し
て
い
た
。
ま
た
覚
醒
婦
人
協
会
幹
部
と
し
て
、
国
家
間
、
階
級
間
、
男
女
間
に
お
け
る
真
の
友
情
や
、
虐
げ
ら
れ
た
人
々
の
現
状
に
つ
い
て
演
説
し
、
総
会
議
長
を
つ
と
め
、
女
子
の
自
覚
に
基
づ
く
女
子
労
働
組
合
を
つ
く
る
救
援
金
募
集
に
尽
力
し
て
い
た
。
や
す
が
「処
女
地
」
に
参
加
し
た
の
は
、
こ
れ
ら
多
方
面
で
活
動
し
て
い
た
時
で
あ
る
。
覚
醒
婦
人
協
会
は
、
そ
の
機
関
誌
「覚
醒
婦
人
」
が
「我
国
に
於
け
る
唯
一
の
婦
人
労
働
問
題
雑
誌
」
で
あ
っ
た
よ
う
な
、女
子
労
働
運
動
の
初
期
に
、
女
子
労
働
組
合
運
動
、
消
費
組
合
運
動
を
起
こ
そ
う
と
し
た
。
キ
リ
ス
ト
教
信
仰
を
根
底
に
置
く
賀
川
ハ
ル
、
織
田
や
す
、
長
谷
川
初
音
、
錦
織
く
ら
等
と
、
社
会
主
義
派
山
川
菊
栄
の
水
曜
会
に
参
加
し
た
林
て
る
、
小
見
山
富
恵
ら
が
関
わ
っ
た
。
後
者
と
関
わ
り
の
あ
る
労
働
組
合
（総
同
盟
）
婦
人
部
で
働
く
（こ
と
に
な
る
）
山
内
み
な
、
東
京
の
赤
松
常
子
ら
も
関
わ
っ
た
。
会
員
と
し
て
、
女
工
や
女
教
員
等
あ
ら
ゆ
る
職
業
婦
人
を
網
羅
し
、
男
女
の
知
識
階
級
も
参
加
し
て
い
る
。
支
部
は
東
京
か
ら
九
州
ま
で
広
が
り
、
大
阪
支
部
の
あ
っ
た
石
井
記
念
愛
染
園
や
、
付
設
の
大
原
社
会
問
題
研
究
所
研
究
委
員
の
協
力
も
あ
っ
た
。
覚
醒
婦
人
協
会
の
一
つ
の
特
徴
は
、
キ
リ
ス
ト
者
・
社
会
主
義
者
・
労
働
運
動
家
が
、
現
社
会
を
改
造
す
る
た
め
の
「基
礎
工
事
」
で
あ
る
と
い
う
意
識
の
も
と
に
相
提
携
し
、
労
働
組
合
主
導
で
は
な
い
女
子
の
〈自
覚
）
に
基
づ
く
無
産
階
級
婦
人
運
動
を
起
こ
そ
う
と
し
た
と
こ
ろ
に
あ
る
。
無
産
階
級
婦
人
に
直
接
労
働
運
動
に
向
か
う
た
め
の
〈自
覚
〉
、
中
産
階
級
婦
人
（知
識
階
級
男
女
）
に
婦
人
労
働
者
の
現
状
を
訴
え
て
共
に
立
つ
〈自
覚
〉
を
呼
び
起
こ
そ
う
と
し
た
、
両
面
へ
の
運
動
で
も
あ
っ
た
。
覚
醒
婦
人
協
会
は
、
関
東
大
震
災
被
災
者
救
援
の
た
め
の
賀
川
夫
妻
の
東
上
に
よ
っ
て
二
年
半
程
で
消
滅
し
た
と
考
え
ら
れ
て
き
た
が
、
や
す
の
「沈
黙
の
群
に
つ
い
て
　
覚
醒
婦
人
協
会
よ
り
見
た
る
女
子
労
働
運
動
私
見
」
（「婦
人
」
大
１４
・
３
）
等
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を
見
れ
ば
、
四
年
以
上
は
存
続
し
て
い
た
。
「処
女
地
」
で
も
、
や
す
は
労
働
婦
人
の
現
状
を
訴
え
て
い
た
。
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
「処
女
地
」
で
や
す
は
、
婦
人
運
動
や
伝
道
に
向
か
う
心
の
遼
巡
ま
で
を
書
い
た
。
そ
れ
ら
の
活
動
の
結
び
つ
い
た
と
こ
ろ
に
あ
る
、
自
ら
も
虐
げ
ら
れ
た
人
と
同
じ
で
あ
る
と
い
う
思
い
を
綴
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
心
を
動
か
す
力
を
培
い
、
心
を
前
に
進
ま
せ
た
。
読
者
の
共
鳴
や
励
ま
し
に
よ
っ
て
心
を
支
え
ら
れ
も
し
た
。
こ
こ
に
、
婦
人
運
動
雑
誌
や
キ
リ
ス
ト
教
系
雑
誌
と
は
異
な
る
、
や
す
に
と
っ
て
の
「処
女
地
」
の
意
味
が
あ
る
。
運
動
家
・
宗
教
家
で
あ
る
や
す
の
執
筆
か
ら
は
、
異
質
な
も
の
を
受
け
容
れ
る
発
表
誌
と
い
う
「処
女
地
」
の
特
徴
も
浮
か
び
上
が
る
。
当
時
の
婦
人
運
動
は
、
「資
本
専
制
制
度
と
男
子
専
制
制
度
」
か
ら
の
解
放
を
目
指
し
た
。
ひ
る
が
え
っ
て
「処
女
地
」
を
見
れ
ば
、
「処
女
地
」
に
は
、
男
子
の
圧
制
に
対
す
る
反
抗
が
書
か
れ
て
い
た
こ
と
が
浮
か
び
上
が
る
。
親
の
決
め
た
無
理
解
な
夫
と
の
結
婚
へ
の
抵
抗
や
、
芸
者
遊
び
を
す
る
位
の
男
の
方
が
幅
が
利
く
と
い
っ
た
周
囲
の
空
気
へ
の
反
発
（三
木
栄
子
「あ
る
夫
人
に
お
く
る
手
紙
」
１
号
、
新
田
包
子
「若
い
女
の
遺
書
」
３
号
、
等
）
は
、
個
人
的
な
悩
み
と
片
付
け
ら
れ
、
婦
人
問
題
と
し
て
認
識
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
け
れ
ど
も
、
こ
れ
ら
は
男
女
の
機
会
均
等
や
婦
人
参
政
権
、
遊
廓
撤
廃
運
動
の
元
と
な
る
意
識
だ
っ
た
だ
ろ
う
。
目
に
見
え
る
請
願
や
政
治
運
動
ば
か
り
が
、
婦
人
運
動
を
推
進
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
ま
た
、
山
川
菊
栄
ら
社
会
主
義
派
の
説
の
よ
う
に
、
男
子
の
圧
制
よ
り
も
資
本
主
義
の
社
会
制
度
に
対
す
る
運
動
の
方
が
よ
り
有
効
で
進
歩
的
で
あ
る
と
も
、
今
と
な
っ
て
は
必
ず
し
も
言
え
な
い
。
覚
醒
婦
人
協
会
の
「私
達
は
姦
に
覚
醒
し
て
自
己
の
地
位
を
改
善
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
」、
「今
は
実
に
女
性
の
目
醒
む
べ
き
秋
で
あ
り
ま
す
」
と
い
う
「宣
言
」
と
、
「処
女
地
」
の
「来
る
べ
き
時
代
の
婦
人
の
た
め
に
と
思
ふ
も
の
が
集
ま
り
」
「婦
人
の
眼
ざ
め
を
期
待
し
ま
す
」
と
い
う
主
旨
（１
～
９
号
扉
）
は
、
実
は
近
い
。
こ
の
数
年
前
か
ら
、
全
関
西
婦
人
連
合
大
会
が
「覚
醒
の
声
の
愈
高
く
な
つ
て
来
た
」
「婦
人
界
の
黎
明
」
に
新
し
い
機
運
を
促
す
主
旨
の
下
に
西
日
本
全
域
か
ら
婦
人
団
体
の
代
表
者
を
集
め
て
開
催
さ
れ
て
い
た
（「婦
人
会
関
西
連
合
大
会
」。
「大
阪
朝
日
新
聞
」
大
８
・■
・２５
夕
。
大
８
に
二
〇
〇
名
だ
っ
た
団
体
代
表
者
は
大
１５
に
は
三
二
〇
余
名
に
、
会
員
も
二
〇
〇
万
人
に
増
加
）。
覚
醒
婦
人
協
会
等
も
包
含
し
、
「婦
人
」
を
刊
行
し
た
婦
人
団
体
で
あ
る
。
「処
女
地
」
は
、
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
中
で
も
、　
　
一
女
性
の
め
ざ
め
、
覚
醒
、
自
覚
を
言
う
、
時
代
の
う
ね
り
の
中
に
あ
る
。
　
　
　
・５
や
す
は
、
「
め
ざ
め
の
一
歩
」
（「
処
女
地
」
３
号
）
で
、
藤
村
の
「覚
醒
と
い
ふ
言
葉
一
つ
の
意
味
を
見
つ
け
る
に
さ
へ
今
の
婦
人
は
そ
の
一
生
を
費
さ
ね
ば
な
る
ま
い
」
（「今
の
時
代
に
於
け
る
婦
人
の
位
置
」。
「早
稲
田
文
学
」
大
■
・３
。
「処
女
地
」
１
号
に
再
掲
）
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
そ
し
て
「婦
人
」
に
、
「黎
明
期
」
の
私
達
の
努
力
は
「
『後
に
至
る
も
の
』
へ
の
貢
献
と
い
ふ
」
「地
味
な
歩
み
」
で
あ
る
と
書
い
た
（「第
一
輯
を
手
に
し
て
」
前
出
）。
周
知
の
よ
う
に
、
戦
前
の
女
性
参
政
権
運
動
の
た
だ
一
つ
の
成
果
は
、
新
婦
人
協
会
の
請
願
に
よ
っ
て
治
安
警
察
法
第
五
条
が
一
部
改
正
さ
れ
、
女
性
が
政
談
集
会
に
出
席
し
、
そ
の
発
起
人
と
な
る
こ
と
が
許
さ
れ
た
こ
と
に
過
ぎ
な
い
。
し
か
し
、
目
に
見
え
る
成
果
は
な
く
と
も
、
網
目
の
よ
う
に
は
り
め
ぐ
ら
さ
れ
た
運
動
の
点
と
線
が
あ
っ
た
こ
と
が
、
戦
後
の
女
性
運
動
に
つ
な
が
っ
た
。
「処
女
地
」
、
覚
醒
婦
人
協
会
、
全
関
西
婦
人
連
合
会
と
い
っ
た
集
団
は
、　
一
つ
一
つ
が
活
動
し
、
結
節
点
と
な
っ
て
い
る
こ
と
自
体
に
意
義
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
（注
〉
（１
）
や
す
は
、
『日
本
キ
リ
ス
ト
教
歴
史
大
事
典
』
（教
文
館
　
昭
６３
・２
）
に
項
目
が
あ
り
、
没
年
は
同
書
に
よ
る
。
同
書
に
は
「愛
媛
県
生
」
と
あ
る
が
、
「処
女
地
」
１０
号
所
収
「附
録
　
本
誌
執
筆
者
別
総
目
録
」
の
出
身
地
記
載
に
よ
っ
た
。
（２
）
博
松
か
ほ
る
『小
泉
郁
子
の
研
究
』
（学
文
社
　
平
１２
・
１２
）
に
、
母
校
松
江
高
等
女
学
校
の
教
師
に
就
任
し
た
織
田
や
す
か
ら
、
桜
美
林
学
園
創
立
者
と
な
る
小
泉
郁
子
が
、
松
江
高
等
女
学
校
在
学
時
に
信
仰
的
感
化
を
受
け
、
オ
ベ
リ
ン
大
学
留
学
の
際
に
も
相
談
し
た
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
。
（３
）
『プ
ー
ル
学
院
　
創
立
１
０
０
周
年
記
念
誌
』
（昭
５６
・
２
）
。
『創
立
五
十
年
　
神
戸
女
学
院
史
』
（大
１４
・
１０
）
・
『梅
花
学
園
百
十
年
史
』
（昭
６３
・１０
）
の
「旧
職
員
名
簿
」
、
『神
戸
女
子
神
学
校
　
五
十
年
記
念
』
（昭
５
）、
『神
戸
女
学
院
百
年
史
　
各
論
』
（昭
５６
・
３
）
所
収
の
岡
本
道
雄
「近
代
日
本
の
女
子
教
育
と
神
戸
女
学
院
」
（「創
立
記
念
日
の
歌
の
作
詞
者
」
と
あ
る
が
確
認
で
き
な
か
っ
た
）、
竹
中
正
夫
『ゆ
く
て
は
る
か
に
　
神
戸
女
子
神
学
校
物
語
』
（教
文
館
　
平
１２
・
６
）、
『↓
辱
ヨ
〓
ω
ｏ
∪
ｏ●
ｏ　
聖
和
の
‐２８
年
』
（関
西
学
院
大
学
出
版
会
　
平
２７
・３
）
等
参
照
。
神
戸
女
子
神
学
校
は
、
高
等
女
学
校
卒
業
程
度
を
入
学
資
格
と
し
、
三
年
半
の
課
程
で
あ
っ
た
。
ラ
ン
バ
ス
女
学
院
と
合
併
し
て
聖
和
女
子
学
院
と
な
り
（昭
１６
）
、
聖
和
女
子
短
期
大
学
な
ど
を
経
て
、
学
校
法
人
関
西
学
院
聖
和
短
期
大
学
と
な
っ
て
い
る（４
）
目
録
の
「故
石
野
倣
子
夫
人
」
（昭
５
・
１０
）
、
『恵
泉
女
学
園
五
十
年
の
歩
み
』
（昭
５４
・Ｉ
）、
「
『母
な
る
教
会
』
へ
」
（昭
１７
・１１
）、
鈴
木
茂
々
子
「織
田
や
す
先
生
」
（平
１４
・
３
）
等
に
よ
る
。
（５
）海
老
澤
有
道
『日
本
の
讃
美
歌
』
（香
柏
書
房
　
昭
２２
・５
）
に
お
け
る
『讃
美
歌
」
「邦
人
作
家
覚
書
」
、
日
本
基
督
教
団
讃
美
歌
委
員
会
編
『讃
美
歌
略
解
　
前
編
　
歌
詞
の
部
』
（日
本
基
督
教
団
出
版
部
　
昭
２９
・
１２
）
等
に
記
載
が
あ
る
。
な
お
『讃
美
歌
２１
』
（平
９
・２
）
で
は
、
こ
れ
ら
は
口
語
歌
詞
に
な
っ
て
い
る
。
（６
）
「覚
醒
婦
人
」
は
、
史
料
集
第
一
巻
所
収
の
２
号
、
１７
～
２０
号
、
集
成
四
所
収
の
１６
号
二
面
（朗
頁
）
、
法
政
大
学
大
原
社
会
問
題
研
究
所
所
蔵
の
■
号
、
『小
さ
き
命
』
（前
出
）
所
収
の
「覚
醒
婦
人
」
１０
・
１２
・
１３
号
掲
載
の
林
て
る
の
論
文
が
確
認
で
き
る
。
（７
）
「覚
醒
婦
人
」
１６
号
（集
成
四
）
、
「大
阪
婦
人
界
の
新
機
運
（六
）」
（「朝
日
新
聞
」
大
１２
。
史
料
集
）
、
大
原
社
会
問
題
研
究
所
編
『日
本
労
働
年
鑑
大
正
１２
年
版
』
（大
１２
・
７
）
等
に
よ
る
。
救
護
班
や
救
援
金
に
よ
る
争
議
の
応
援
の
他
、
女
工
達
が
覚
醒
婦
人
協
会
に
応
援
を
求
め
「東
神
護
譲
女
工
争
議
　
会
社
に
要
求
書
提
出
」
（「神
戸
又
新
日
報
」
大
Ｈ
・
７
・
２８
。
鳥
飼
慶
陽
「新
聞
記
事
に
み
る
賀
川
豊
彦
」
澪
８
＼̈＼■
■
１
８
お
Ｈ８
ｂ
ｏＳ
じ
ヽ
Ｒ
ｈ」
ｏＬ
５
』ヽ
ｏ
ヽ
も
Ｒ
に
指
摘
あ
り
。
平
２７
・
１０
・
２１
閲
覧
）
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
た
。
た
だ
し
、
会
社
側
は
「僅
に
十
人
か
二
十
人
の
も
の
が
煽
動
し
廻
つ
て
ゐ
る
」
と
歯
牙
に
も
掛
け
な
い
、と
あ
る
（「東
神
護
誤
」
同
　
同
７
・
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（８
）
「会
務
報
告
」
（「覚
醒
婦
人
」
１７
号
）。
「入
場
料
二
十
銭
を
徴
し
て
ゐ
る
に
も
拘
ら
ず
忽
ち
に
満
員
と
な
る
然
も
そ
の
大
部
分
は
男
の
聴
衆
で
女
は
五
六
十
名
位
」
で
あ
っ
た
（「新
し
い
時
代
を
生
む
目
覚
め
た
女
の
叫
び
」。
「神
戸
新
聞
」
大
１２
・
４
・
３０
。
倉
橋
論
文
に
指
摘
あ
り
）
。
演
説
会
は
、
宣
伝
と
共
に
、
収
入
を
得
る
手
段
の
一
つ
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
（９
）
与
謝
野
晶
子
が
同
号
に
「我
国
の
婦
人
運
動
の
方
向
」
を
載
せ
、
欧
米
の
婦
人
運
動
の
模
倣
で
は
な
い
、
「教
育
と
経
済
的
独
立
と
の
実
力
」
に
よ
る
、
日
本
の
女
子
の
「開
展
」
を
説
い
て
い
る
。
（１０
）
石
月
静
恵
『戦
間
期
の
女
性
運
動
」
（東
方
出
版
　
平
８
・２
）
、
藤
目
ゆ
き
「解
説
」
（復
刻
版
「婦
人
」
不
二
出
版
　
平
８
・５
）
等
。
な
お
「婦
人
」
は
、
誌
上
の
存
娼
論
に
対
し
て
「ま
づ
自
ら
公
娼
と
な
つ
て
そ
の
苦
痛
な
生
活
を
味
は
つ
て
か
ら
に
し
て
は
し
い
」
と
い
う
、
「私
娼
同
様
」
な
地
方
芸
妓
の
反
論
（小
川
八
重
「女
性
の
敵
を
葬
れ
」
大
１４
・
２
）
も
載
せ
、
幅
広
い
女
性
を
包
含
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
（Ｉ
）
や
す
は
、
第
八
回
全
国
婦
人
連
合
会
大
会
代
表
者
会
で
議
事
進
行
委
員
を
つ
と
め
た
が
、
こ
こ
で
京
都
学
連
事
件
に
関
す
る
懇
談
会
を
持
て
な
か
っ
た
件
（や
す
「思
想
問
題
懇
談
会
の
弁
明
」。
「婦
人
」
大
１５
・１２
）
以
降
、
会
か
ら
遠
ざ
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
学
連
事
件
は
京
大
河
上
肇
教
授
辞
職
に
進
む
。
上
京
後
、
や
す
が
母
と
住
ん
だ
西
大
久
保
（昭
５
～
１３
）
は
河
上
肇
宅
に
近
く
、
や
す
は
入
獄
し
た
河
上
肇
や
妻
に
手
紙
等
を
送
っ
て
い
る
（昭
８
・８
～
９
。
『河
上
肇
獄
中
往
復
書
簡
集
上
』
岩
波
書
店
　
昭
６１
・
１２
等
）。
（１２
）
少
し
後
、
「
関
西
婦
人
運
動
家
の
オ
ー
ル
・
キ
ヤ
ス
ト
」
（「婦
人
運
動
家
総
出
で
遊
廓
撤
廃
の
雄
叫
び
」。
「大
阪
毎
日
新
聞
」
昭
３
・５
・
１７
。
集
成
八
）
と
書
か
れ
た
公
娼
全
廃
遊
廓
撤
廃
母
性
絶
叫
大
講
演
会
（天
王
寺
公
会
堂
　
１９
日
）
の
講
演
者
二
〇
余
名
の
中
に
、
ハ
ル
、
や
す
、
初
音
、
く
ら
の
名
が
あ
る
。
林
歌
子
『涙
と
汗
』
（大
阪
婦
人
ホ
ー
ム
　
昭
３
・８
）
に
も
記
載
あ
り
。
な
お
、
錦
織
（旧
姓
北
見
）
く
ら
は
、
ハ
ル
が
結
婚
後
入
学
し
た
共
立
女
学
校
の
同
級
生
だ
っ
た
（加
藤
重
『わ
が
妻
恋
じ
―
―
賀
川
ハ
ル
の
生
涯
』
晩
撃
社
　
平
１６
・
３
　
に
よ
る
）。
（１３
）
鈴
木
裕
子
「あ
る
女
性
活
動
家
の
軌
跡
―
―
小
見
山
富
恵
に
み
る
」
（近
代
女
性
史
研
究
会
『女
た
ち
の
近
代
』
柏
書
房
　
昭
５３
・
７
）
、
「左
翼
婦
人
労
働
運
動
の
先
駆
―
―
小
見
山
富
恵
さ
ん
に
聞
く
」
渡
辺
悦
次
・
鈴
木
裕
子
編
『運
動
に
か
け
た
女
た
ち
』
ド
メ
ス
出
版
　
昭
５５
・
Ｉ
）、
集
成
四
、
等
。
富
恵
が
「覚
醒
婦
人
」
の
編
集
者
と
あ
る
が
、
明
記
さ
れ
て
い
る
の
は
■
号
の
智
佐
登
の
み
で
、
初
音
も
「主
筆
を
押
し
つ
け
ら
れ
て
い
た
」
（『わ
が
心
の
自
叙
伝
』
前
出
。
「賀
川
先
生
と
の
会
話
か
ら
」
田
中
芳
三
編
『神
は
わ
が
牧
者
』
イ
エ
ス
の
友
大
阪
支
部
　
昭
３５
・１２
に
も
あ
り
）
と
書
い
て
い
る
。
（１４
）
ア
メ
リ
カ
で
、
服
従
で
な
く
「愛
の
対
象
の
人
格
的
達
成
を
望
ん
で
抱
く
温
情
」
で
あ
る
愛
で
三
〇
幾
年
つ
く
ら
れ
た
「
ク
リ
ス
チ
ヤ
ン
、　
ス
ヰ
ー
ト
　
ホ
ー
ム
」
に
二
年
間
起
臥
し
た
、
と
も
あ
る
。
オ
ベ
リ
ン
大
学
は
男
女
共
学
。
や
す
は
米
国
で
の
教
育
と
日
常
生
活
の
見
間
に
よ
っ
て
自
治
の
精
神
を
了
解
し
た
、
と
述
べ
（「自
治
の
精
神
に
つ
き
て
」。
「
め
ぐ
み
」
大
１０
・
８
）
、
神
戸
女
子
神
学
校
、
恵
泉
女
学
園
で
も
自
治
会
に
関
わ
っ
た
。
な
お
、
や
す
の
文
に
は
、「女
性
は
従
来
感
情
的
で
あ
つ
た
」
と
言
わ
れ
る
が
、
そ
れ
は
「習
慣
や
、
与
論
や
、
教
育
や
、
法
律
の
強
制
」
の
結
果
「境
遇
上
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習
得
せ
る
傾
向
」
で
あ
る
（「感
情
の
感
情
論
を
警
戒
せ
よ
」
。
「婦
人
運
動
」
大
１５
・
２
）
等
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
論
の
先
駆
の
よ
う
な
も
の
も
あ
る
。
（１５
）
婦
人
問
題
は
「資
本
専
制
制
度
と
男
子
専
制
制
度
」
か
ら
の
解
放
な
く
て
は
解
決
し
な
い
（大
原
社
会
問
題
研
究
所
長
　
高
野
岩
三
郎
「婦
人
職
業
問
題
の
現
在
と
将
来
」
。
「婦
人
」
大
１４
・
７
）
等
。
［付
記
］
資
料
の
閲
覧
等
に
つ
い
て
、
聖
和
短
期
大
学
キ
リ
ス
ト
教
教
育
・
保
育
研
究
セ
ン
タ
ー
（「神
戸
女
子
神
学
校
　
会
報
」
「神
戸
女
子
神
学
校
案
内
し
、
神
戸
女
学
院
大
学
図
書
館
、
恵
泉
女
学
園
史
料
室
、
法
政
大
学
大
原
社
会
問
題
研
究
所
、
同
志
社
大
学
神
学
部
図
書
館
、
神
戸
市
文
書
館
、
神
戸
市
立
中
央
図
書
館
等
に
、
大
変
お
世
話
に
な
っ
た
。
御
礼
申
し
上
げ
た
い
。
な
お
、
本
稿
は
日
本
学
術
振
興
会
科
学
研
究
費
ヽ
い∞
『ｏい
一０
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
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